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平成21年度当初予算
総　額

234億円を計上

款別歳入予算額
（単位：千円、％）

款 平成 21年度 平成 20年度
比　　較

金　額 比　率

1 市 税 5,243,431 5,223,372 20,059 0.4

2 地 方 譲 与 税 131,000 138,000 －7,000 －5.1

3 利 子 割 交 付 金 72,000 73,000 －1,000 －1.4

4 配 当 割 交 付 金 42,200 56,000 －13,800 －24.6

5 株式等譲渡所得割交付金 4,200 39,000 －34,800 －89.2

6 地方消費税交付金 322,000 303,000 19,000 6.3

7 ゴルフ場利用税交付金 10,500 9,000 1,500 16.7

8 自動車取得税交付金 34,000 54,000 －20,000 －37.0

9 地 方 特 例 交 付 金 105,000 58,000 47,000 81.0

10 地 方 交 付 税 2,500,000 2,240,000 260,000 11.6

11 交通安全対策特別交付金 6,000 6,000 0 0.0

12 分担金及び負担金 971,850 711,778 260,072 36.5

13 使用料及び手数料 103,176 103,216 －40 0.0

14 国 庫 支 出 金 1,607,800 1,810,021 －202,221 －11.2

15 県 支 出 金 1,015,074 822,590 192,484 23.4

16 財 産 収 入 6,225 16,495 －10,270 －62.3

17 寄 附 金 1 1,000 －999 －99.9

18 繰 入 金 512,450 1,011,355 －498,905 －49.3

19 繰 越 金 1 1 0 0.0

20 諸 収 入 160,392 129,072 31,320 24.3

21 市 債 706,200 1,820,900 －1,114,700 －61.2

歳 入 合 計 13,553,500 14,625,800 －1,072,300 －7.3

会 計
 億円

◎一般会計
　歳入総額は、１３５億５，３５０万円を計上しました。市税などの自主財源は５１．６％、地方交付税など
の依存財源は４８．４％となっております。
　地方交付税は、雇用情勢や経済・財政状況の厳しい地域に配分が増加されるため１１．６％増額、分担金及
び負担金については、岩出市と紀の川市の２市で行っている住区基幹公園整備（さぎのせ公園）の事業費が増
えたことにより３６．５％増額しています。国庫支出金、市債については、クリーンセンターの建設が平成
２０年度で終了したため減額しております。
　歳出について目的別にみると、総務費では市役所庁舎の耐震補強工事を実施するために増額、民生費では、
障害者自立支援給付費及び市立保育所の年少児室に空調設備を設置するため増額となっています。衛生費で
は新クリーンセンターの建設が終了したため減額、土木費においては住区基幹公園整備（さぎのせ公園）が行
われるため増額となっています。

歳 入135億5350万円
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（平成21年3月末人口：52,342人）

納める市税の額

使われる金額

固定資産税

39,069円

民生費

82,958円

公債費

22,625円

教育費

26,797円

土木費

37,579円

市民税

46,871円

都市計画税

5,894円

軽自動車税

2,116円

入湯税

7円

合　計 258,941円

合　計 100,176円

衛生費

36,371円

市たばこ税

6,219円

その他

52,611円



3 広報いわで　2009.5

～財政用語説明～
【会計区分などについて】
●一般会計
　福祉、教育、衛生、道路整備など市の基本
的な事業に関する会計
●特別会計
　特定の事業を特定の財源でまかなうための
会計。岩出市は、国民健康保険や介護保険な
ど５つの特別会計を設置。
●企業会計
　企業的性格（独立採算制による経営など）
を持ち、企業会計的手法を用いて行う会計。
岩出市の場合、水道事業会計と下水道事業特
別会計を設置。
●自主財源
　岩出市が自主的に収入することができるお金
●依存財源
　国や県から交付または割り当てられるお金
【歳入（収入）】
●市税
　市の行政運営経費をまかなうため、市民の
皆さんから納めてもらう税金。
●地方交付税
　所得税・消費税・酒税などの国税のうち一
定割合を市町村に交付されるお金。
●国庫（県）支出金
　道路整備等事業費や老人医療・生活保護の
扶助費等に対し国（県）が一定の率を負担し
たり補助するお金
●分担金及び負担金
　岩出市が行う事業によって、特に利益受け
た方から負担していただくお金。
●繰入金
　積立金の取り崩しによって繰り入れたお金。
●使用料及び手数料
　市営住宅賃貸料など公共施設の使用料や戸
籍証明など特定の方のために行う事務にかか
る手数料。
●市債
　公共事業などで多額な資金が必要なときに
受ける融資。
【歳出（支出）】
●議会費
　市議会の活動に要する経費
●総務費
　全般的な管理事務・徴税・戸籍事務・選挙・
統計などに要する経費
●民生費
　児童手当・福祉事務所費・保育所運営など
福祉向上に要する経費
●衛生費
　各種検診・母子保健事業・ごみ収集処理・
クリーンセンターの運営などに要する経費
●農林業費
　農業振興・水路改修などに要する経費
●商工費
　産業振興・観光対策などに要する経費
●土木費
　道路・河川・公園など公共施設の建設整備
に要する経費
●消防費
　防災訓練など予防啓発・初期消防活動など
に要する経費
●教育費
　学校教育・生涯学習などに要する経費
●災害復旧費
　洪水・暴風・地震などの災害によって被害
を受けた施設復旧に要する経費
●公債費
　市債の返済に要する経費

款別歳出予算額
（単位：千円、％）

款 平成 21年度 平成 20年度
比　　較

金　額 比　率
1 議 会 費 142,986 138,421 4,565 3.3
2 総 務 費 1,466,861 1,280,956 185,905 14.5
3 民 生 費 4.342,184 4,172,695 169,489 4.1
4 衛 生 費 1,903,715 3,939,173 －2,035,458 －51.7
5 農 林 業 費 411,040 325,113 85,927 26.4
6 商 工 費 61,766 76,232 －14,466 －19.0
7 土 木 費 1,966,990 1,360,394 606,596 44.6
8 消 防 費 618,216 618,428 －212 0.0
9 教 育 費 1,402,619 1,459,268 －56,649 －3.9
10 災 害 復 旧 費 4 4 0 0.0
11 公 債 費 1,184,219 1,200,532 －16,313 －1.4
12 諸 支 出 金 2,900 4,584 －1,684 －36.7
13 予 備 費 50,000 50,000 0 0.0
歳 出 合 計 13,553,500 14,625,800 －1,072,300 －7.3

　　　　　　平成 21年度 会計別当初予算額　　　（単位：千円、％）

当初予算の内訳 平成 21年度 平成 20年度 増減率

一般会計 13,553,500 14,625,800 －7.3

特別会計 7,391,490 7,848,981 －5.8

　国民健康保険特別会計 4,490,984 4,621,134 －2.8

　老人保健特別会計 3,120 472,982 －99.3

　介護保険特別会計 2,311,056 2,160,275 7.0

　後期高齢者医療特別会計 522,592 503,610 3.8

　地域改善対策住宅整備資金等貸付事業特別会計 － 1,850 皆減

　墓園事業特別会計 63,738 89,130 －28.5

企業会計 2,483,017 2,441,776 1.7

　下水道事業会計 1,180,798 1,135,624 4.0

水道事業会計
収益的支出 908,593 967,732 －6.1

資本的支出 393,626 338,420 16.3

予算総額 23,428,007 24,916,557 －6.0

一 般
135 

歳 

実質総額は前年度比６．０％の減
　平成２１年度岩出市の当初予算総額は、前年度と比較して６．０％の減となりました。
　本市の新年度当初予算については、下記のとおり一般会計及び特別会計、公営企業会計をあわせて総額
２３４億２，８００万７千円を計上しました。

◎特別会計等
　本市は５つの特別会計及び２つの企業会計を設置しております。全体的に減額予算となっておりますが、
主なものを挙げますと、老人保健特別会計は後期高齢者医療特別会計へ移行するため大幅に減額となってい
ます。また地域改善対策住宅整備資金等貸付事業特別会計については、対象者への支払いが終了したため平
成２０年度で廃止となります。

出135億5350万円
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施策と予算額　     （新）は平成21年度新規事業です。

【学校教育の充実】
(新)●小学校職員室パソコン整備事業…3,114千円(教育総務課)

　教職員の校務の効率化、個人情報の保護強化を図るために要する経費

(新)●新教育課程対応備品購入事業（小学校）…900千円
（教育総務課）

　新教育課程に円滑に移行できるように対応した備品購入に要する経費

(新)●学校図書館システム整備事業（小学校）…1,017千円
（教育総務課）

　学校図書の管理、貸し出しをスムーズにし、子どもの読書を促す

ために必要な経費

(新)●ブロック壁耐震化事業補助金…750千円（教育総務課）
　通学路の安全対策に要する経費

(新)●和歌山を元気にする職場体験事業…355千円 (教育総務課)
　中学生の職場体験に要する経費

(新)●中学校職員室パソコン整備事業…1,038千円(教育総務課)
　教職員の校務の効率化、個人情報の保護強化を図るために要する経費

(新)●各中学校防災訓練及び防災ジュニアリーダー育成事業
…373千円（教育総務課）

●学校給食運営事業…346,952 千円（教育総務課）
　小中学校の給食運営に要する経費

３．21世紀を担う人づくり（教育と文化の振興）

【青少年の健全育成】
(新)●青少年センター運営事業…12,645千円（生涯学習課）

　青少年センター設置運営に要する経費

【生涯学習の推進】
(新)●図書館閉架図書棚設置事業…15,512千円(生涯学習課)

　閉架図書棚設置に要する経費

(新)●曽屋教育集会所耐震補強事業…2,689千円(生涯学習課)
   曽屋教育集会所耐震補強工事に要する経費

(新)●アリーナ系統吸収式令温水発生機補修事業…8,435千円
（生涯学習課）

　総合体育館（アリーナ）の冷暖房設備補修に要する経費

(新)●防排煙設備主導開放装置補修事業…1,064千円(生涯学習課)
　総合体育館の防排煙設備主導開放装置補修工事に要する経費

耐震補強工事が行われる曽屋教育集会所

【廃棄物処理の充実】
●浄化槽設置整備事業…70,100 千円（生活環境課）
　水質汚濁防止のため浄化槽の設置に対する補助に要する経費

●ごみ分別収集事業…94,082 千円（クリーンセンター）
　資源ごみの分別収集に要する経費

【消防・防災の充実】
(新)●市役所庁舎耐震補強事業…176,009千円（総務課）

　災害時の避難施設及び災害対策本部となる市役所庁舎の耐震補強

工事を実施する経費

(新)●デジタル防災行政無線業務委託事業…5,130千円(総務課)
　防災行政無線をアナログからデジタルに移行するための設計に要

する経費

【観光の振興】
(新)●ふるさと雇用再生特別交付金事業…14,588千円(農林経済課)

　雇用対策に要する経費

４．うるおいと活力ある地域づくり（生活の向上と産業の振興）

【農林業の振興】
●維持管理適正化事業…74,030 千円（農林経済課）
　国・県の補助事業による水路改修事業（地域整備）に要する経費

●田園自然環境保全整備事業…70,413 千円 （農林経済課）
　境谷農道の整備等に要する経費

●水栖大池多目的施設整備事業…48,865 千円(農林経済課)
　多目的施設整備に要する経費

【住民参加の推進】
●広報事業・・・16,548 千円（市長公室）
　行政情報を住民に提供するための広報紙及び視覚障害者の方など

に利用してもらうための声の広報を発行するための経費

５．計画の推進に向けて

【効率的な行財政運営の推進】
●和歌山地方税回収機構負担金・・・8,405千円（税務課）
　滞納者に対し、法律を駆使した法的措置を講じ収納を行う回収機

構に要する経費負担

耐震補強工事が行われる市庁舎
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平成21年度当初予算における主な新規･重点　

【都市基盤の整備】
　　●地籍調査事業…149,843 千円　（地籍調査課）

　国土開発及び高度利用のための基礎資料とするため、地籍の明確

化を図るとともに、地籍図、地籍簿を作成するのに要する経費

【道路整備の推進】
●地域活力基盤創造交付金事業…200,000 千円（土木課）
　市道湯窪中島線新設事業に要する経費　

●市道新設改良事業（市単独事業）…106,400千円（土木課）
　生活道路等（市道東坂本岡田線他）改良に要する経費

【公共交通の整備】
●大阪方面路線バス補助事業…22,738 千円（総務課）
　大阪方面バス運行補助

●岩出市巡回バス補助事業…25,504 千円（総務課）
　岩出市巡回バスの運行経費補助

(新)●地域公共交通協議会負担金事業…1,500千円（総務課）
　協議会が行う地域公共交通総合連携計画の策定により計画に基づ

いて実施する経費負担

１．住んでよかったと思えるまちづくり（都市基盤の整備・充実）

【上下水道の整備】
●下水道事業特別会計繰出金…223,234千円（上下水道局）

【公園・緑地の整備】
●住区基幹公園整備事業…660,000 千円（都市計画課）
　住区基幹公園整備（地域整備）に要する経費

【総合的な保健福祉の推進】
●生活保護事業…539,240 千円（福祉課）
　困窮の程度に応じ、必要な保護を行い、最低限度の生活を保障す

るとともに保護世帯の自立を助長するのに要する経費

【健康対策の推進】
●予防接種事業…72,047 千円（保健推進課）
　乳幼児から高齢者までの予防接種に要する経費

●各種がん検診事業…66,743 千円（保健推進課）
　胃がん、乳がん等の検診に要する経費

(新)●がん検診推進事業…1,288千円（保健推進課）
　国保加入者で過去５年間、胃・肺・大腸・乳がんの未受診者を対

象に集団検診終了後の日曜・祝日等の１日だけ定員 100名で集団

検診の実施に要する経費

【高齢者福祉の充実】
(新)●根来山荘耐震補強事業…12,880千円（福祉課）

　根来山荘耐震補強工事に要する経費

●長寿医療（後期高齢者医療）事業…319,227千円（保険年金課）
　後期高齢者医療広域連合負担金及び療養給付費負担金等に要する

経費

●介護保険特別会計繰出金…318,192 千円（保険年金課）
【障害児（者）福祉の充実】

●重度心身障害児（者）医療費助成事業…189,341 千円
（保険年金課）

　重度心身障害児（者）の医療費の支給に要する経費

●障害者自立支援事業…337,659 千円（福祉課）
　障害者が利用する施設サービス、居宅サービスに要する経費

２．健康で明るい社会づくり（福祉・保健・医療の充実）

【児童福祉・ひとり親家庭福祉の充実】
●児童手当支給事業…509,840 千円（福祉課）
　小学校終了前の児童を養育している方に手当を支給することによ

り家庭における生活の安定に寄与するとともに、次代の社会を担う

児童の健全な育成及び資質の向上に資するのに要する経費

(新)●岡田・大池児童館耐震補強事業…7,398千円（福祉課）
　岡田・大池児童館の耐震補強工事に要する経費

(新)●市立保育所空調設備設置事業…19,242千円（福祉課）
　市立保育所の年少児室に空調設備設置に要する経費

【保険・年金の充実】
●国民健康保険特別会計繰出金…263,407 千円

（保険年金課）

空調設備が取り付けられる年少児室

上空から見た住区基幹公園整備事業（さぎのせ公園）予定地
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市
職
員
人
事
異
動

　

市
で
は
、
平
成
21
年
４
月
の
人

事
異
動
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
し

た
。

　

氏
名
の
後
の
（　

）
内
は
旧
職

名【理
事
】　

上
下
水
道
局
長
中
井
一

善
（
総
務
部
長
）

【
部
長
】　

総
務
部
長
室
谷
匡
利

（
和
歌
山
県
か
ら
派
遣
）　

総
務
部

付
〔
部
長
〕
公
立
那
賀
病
院
派
遣

辻　

裕
（
生
活
福
祉
部
次
長
・
福

祉
課
長
事
務
取
扱
）　

生
活
福
祉

部
長
・
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

長
・
福
祉
事
務
所
長
田
中
一
寿（
和

歌
山
県
か
ら
派
遣
）　

事
業
部
長

児
玉
隆
也
（
事
業
部
次
長
・
都
市

計
画
課
長
事
務
取
扱
）

【
次
長
】　

総
務
部
次
長
・
税
務
課

長
事
務
取
扱
小
林
和
夫
（
総
務
部

税
務
課
長
）　

生
活
福
祉
部
次
長
・

福
祉
課
長
事
務
取
扱
杉
原
啓
二

（
生
活
福
祉
部
生
活
環
境
課
長
）　

事
業
部
次
長
・
土
木
課
長
事
務
取

扱
・
土
地
開
発
公
社
事
務
局
長
併

任
木
下
正
明
（
水
道
局
長
）　

上

下
水
道
局
次
長
西
出
雅
史
（
事
業

部
次
長
下
水
道
担
当
）　

【
課
長
】　

社
会
福
祉
協
議
会
事
務

局
長
市
橋
聖
司
（
総
務
部
総
務
課

付
〔
課
長
〕・
行
政
委
員
会
事
務

局
長
）　

生
活
福
祉
部
生
活
環
境

課
長
朝
稲
亨
（
教
育
部
生
涯
学
習

課
長
・
公
民
館
長
・
体
育
館
長
）

　

事
業
部
都
市
計
画
課
長
平
松
一

夫
（
教
育
部
教
育
総
務
課
長
）　

上
下
水
道
局
上
下
水
道
業
務
課
長

中
谷
好
秀（
事
業
部
下
水
道
課
長
）

　

上
下
水
道
局
上
下
水
道
工
務
課

長
田
林
和
樹（
事
業
部
土
木
課
長
）

　

教
育
部
教
育
総
務
課
長
・
施
設

係
長
事
務
取
扱
川
端
寛
（
生
活
福

祉
部
保
険
年
金
課
長
・
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
長
事
務
取
扱
）　

生
活
福
祉
部
生
活
環
境
課
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
所
長
〔
課
長
〕
山
本

良
幸
（
生
活
福
祉
部
生
活
環
境
課

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
所
長
〔
副
課

長
〕）　

生
活
福
祉
部
保
健
推
進
課

長
藤
平
正
視
（
生
活
福
祉
部
保
健

推
進
課
副
課
長
）　

生
活
福
祉
部

保
険
年
金
課
長
・
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
長
事
務
取
扱
伊
都
勇
次

（
生
活
福
祉
部
保
険
年
金
課
副
課

長
）　

事
業
部
地
籍
調
査
課
長
・

調
査
第
三
係
長
事
務
取
扱
藤
田
茂

和（
事
業
部
地
籍
調
査
課
副
課
長
・

調
査
第
一
係
長
事
務
取
扱
）　

教

育
部
生
涯
学
習
課
長
・
公
民
館
長
・

体
育
館
長
・
岩
出
図
書
館
副
館
長

事
務
取
扱
並
松
雄
二
（
教
育
部
教

育
総
務
課
副
課
長
・
総
務
係
長
事

務
取
扱
）　

総
務
部
総
務
課
付〔
課

長
〕
和
歌
山
県
市
町
村
職
員
研
修

協
議
会
派
遣
谷
中
茂
喜
（
総
務
部

市
民
課
副
課
長
）　

総
務
部
総
務

課
付
〔
課
長
〕・
行
政
委
員
会
事

務
局
長
金
岡
正
樹
（
水
道
局
次
長

〔
副
課
長
〕）　

【
副
課
長
】　

総
務
部
総
務
課
財
務

室
長
〔
副
課
長
〕
小
倉
一
彦
（
総

務
部
税
務
課
副
課
長
）　

生
活
福

祉
部
保
険
年
金
課
副
課
長
福
田
輝

章（
生
活
福
祉
部
福
祉
課
副
課
長
・

総
務
係
長
事
務
取
扱
）　

事
業
部

都
市
計
画
課
副
課
長
鳥
羽
孝
幸

（
事
業
部
農
林
経
済
課
副
課
長
・

農
業
委
員
会
事
務
局
長
併
任
）　

事
業
部
農
林
経
済
課
副
課
長
松
見

正
司
（
事
業
部
都
市
計
画
課
副
課

長
・
開
発
指
導
係
長
事
務
取
扱
）

　

上
下
水
道
局
上
下
水
道
業
務
課

副
課
長
・
総
務
係
長
事
務
取
扱
坂

口
誠
一
（
教
育
部
生
涯
学
習
課
副

課
長
）　

教
育
部
教
育
総
務
課
学

校
給
食
共
同
調
理
場
長〔
副
課
長
〕

前
山
光
夫（
総
務
部
総
務
課
付〔
副

課
長
〕
和
歌
山
県
市
町
村
職
員
研

修
協
議
会
派
遣
）　

教
育
部
生
涯

学
習
課
副
課
長
・
生
涯
学
習
推
進

係
長
事
務
取
扱
土
生
川
崇
（
事
業

部
下
水
道
課
副
課
長
管
理
係
長
事

務
取
扱
）　

総
務
部
税
務
課
副
課

長
久
嶋
一
美
（
総
務
部
税
務
課
課

長
補
佐
〔
納
税
担
当
〕）　

総
務
部

市
民
課
副
課
長〔
総
合
案
内
担
当
〕

吉
田
賢
次
（
教
育
部
教
育
総
務
課

学
校
給
食
共
同
調
理
場
長
〔
課
長

補
佐
〕）　

生
活
福
祉
部
福
祉
課
副

課
長
・
総
務
係
長
事
務
取
扱
明
渡

美
恵
子
（
生
活
福
祉
部
福
祉
課
課

長
補
佐
）　

生
活
福
祉
部
保
健
推

進
課
副
課
長
・
保
健
予
防
係
長
事

務
取
扱
福
田
文
子
（
生
活
福
祉
部

保
健
推
進
課
課
長
補
佐
・
保
健
予

防
係
長
事
務
取
扱
）　

事
業
部
農

林
経
済
課
付
〔
副
課
長
〕・
農
業

委
員
会
事
務
局
長
大
西
良
弘
（
事

業
部
土
木
課
企
画
員
・
土
地
開
発

公
社
事
務
局
長
併
任
）　

事
業
部

地
籍
調
査
課
副
課
長
・
調
査
第
一

係
長
事
務
取
扱
中
村
宗
生
（
事
業

部
地
籍
調
査
課
課
長
補
佐
・
調
査

第
二
係
長
事
務
取
扱
）　

上
下
水

道
局
上
下
水
道
工
務
課
副
課
長
・

上
水
道
係
長
事
務
取
扱
木
村
泰
男

（
水
道
局
局
長
補
佐
・
工
務
係
長

事
務
取
扱
）　

議
会
事
務
局
次
長

〔
副
課
長
〕
藤
平
光
夫
（
議
会
事

務
局
次
長
〔
課
長
補
佐
〕）　

教
育

部
教
育
総
務
課
副
課
長
・
総
務
係

長
事
務
取
扱
田
村
善
英
（
教
育
部

教
育
総
務
課
課
長
補
佐
・
施
設
係

長
事
務
取
扱
）　

【
課
長
補
佐
】　

総
務
部
税
務
課
課

長
補
佐
〔
固
定
資
産
税
担
当
〕
中

林
篤
彦
（
生
活
福
祉
部
福
祉
課
課

長
補
佐
・
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
併
任
）　

生
活
福
祉
部
生
活

環
境
課
課
長
補
佐
増
田
賢
仁
（
生

活
福
祉
部
生
活
環
境
課
課
長
補

佐
・
生
活
環
境
係
長
事
務
取
扱
）

　

生
活
福
祉
部
保
健
推
進
課
主
幹

中
畑
悦
男
（
総
務
部
税
務
課
主
幹

〔
固
定
資
産
税
担
当
〕）　

生
活
福

祉
部
保
険
年
金
課
課
長
補
佐
〔
徴

収
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
〕
松
見

浩
司
（
生
活
福
祉
部
保
険
年
金
課

〔
国
保
担
当
〕）　

事
業
部
地
籍
調

査
課
課
長
補
佐
・
調
査
第
二
係
長

事
務
取
扱
田
邑
隆
則
（
教
育
部
生

涯
学
習
課
課
長
補
佐
〔
ス
ポ
ー
ツ

健
康
担
当
〕）　

上
下
水
道
局
上
下

水
道
業
務
課
課
長
補
佐
岩
見
聖
治

（
教
育
部
生
涯
学
習
課
課
長
補
佐
・

生
涯
学
習
推
進
係
長
事
務
取
扱
）

　

上
下
水
道
局
上
下
道
工
務
課
課

長
補
佐
山
中
仁
（
総
務
部
総
務
課

付
課
長
補
佐
）　

上
下
水
道
局
上

下
水
道
工
務
課
課
長
補
佐
・
下
水

道
係
長
事
務
取
扱
梅
田
英
世
（
事

業
部
下
水
道
課
課
長
補
佐
・
工
務

係
長
事
務
取
扱
）　

出
納
室
室
長

補
佐
・
出
納
係
長
事
務
取
扱
西
道

久
（
出
納
室
室
長
補
佐
）　

教
育

部
生
涯
学
習
課
課
長
補
佐
〔
ス

ポ
ー
ツ
健
康
担
当
〕渕
田
義
美（
事

業
部
農
林
経
済
課
課
長
補
佐
）　

教
育
部
生
涯
学
習
課
課
長
補
佐

〔
駅
前
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
担
当
〕
古

谷
和
彦
（
教
育
部
生
涯
学
習
課
課

長
補
佐
）　

市
長
公
室
室
長
補
佐
・

企
画
調
整
係
長
事
務
取
扱
辻
正

（
市
長
公
室
企
画
調
整
係
長
）　

総

務
部
総
務
課
課
長
補
佐
行
平
登
美

一
（
総
務
部
総
務
課
情
報
推
進
室

情
報
推
進
係
長
）　

生
活
福
祉
部

保
険
年
金
課
課
長
補
佐
〔
介
護
保

険
担
当
〕
長
倉
喜
佐
子
（
生
活
福

祉
部
保
険
年
金
課
介
護
保
険
係

長
）　

教
育
部
生
涯
学
習
課
課
長

補
佐
〔
文
化
財
担
当
〕
窪
田
雅
秀

（
教
育
部
生
涯
学
習
課
文
化
財
係

長
）

【
係
長
】　

市
長
公
室
市
民
ふ
れ
あ

い
係
長
幡
井
淳
人
（
事
業
部
農
林

経
済
課
農
林
係
長
）　

総
務
部
総

務
課
危
機
管
理
係
長
信
定
宏
明

（
市
長
公
室
市
民
ふ
れ
あ
い
係
長
）

　

総
務
部
総
務
課
交
通
防
犯
係
長

山
﨑
洋
太
（
和
歌
山
県
警
）　

総

務
部
総
務
課
財
務
室
財
政
係
長
正

木
覚（
総
務
部
総
務
課
財
政
係
長
）

　

総
務
部
総
務
課
財
務
室
管
財
係

長
辻
茂
紀
（
総
務
部
総
務
課
管
財

係
長
）　

生
活
福
祉
部
福
祉
課
障

が
い
福
祉
係
長
赤
田
宜
子
（
生
活

福
祉
部
福
祉
課
社
会
福
祉
係
長
）

　

生
活
福
祉
部
生
活
環
境
課
生
活

環
境
係
長
大
島
成
樹
（
生
活
福
祉

部
保
険
年
金
課
国
保
係
長
）　

生

活
福
祉
部
生
活
環
境
課
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
庶
務
係
長
明
渡
正
記

（
教
育
部
生
涯
学
習
課
青
少
年
女

性
係
長
）　

生
活
福
祉
部
保
険
年

金
課
国
保
・
年
金
係
長
五
島
隆
成

（
生
活
福
祉
部
生
活
環
境
課
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
庶
務
係
長
）　

上
下
水
道
局
上
下
水
道
業
務
課
上

水
道
係
長
伊
野
部
真
（
水
道
局
業

務
係
長
）　

上
下
水
道
局
上
下
水

道
工
務
課
施
設
係
長
田
村
豊
幸

（
水
道
局
施
設
係
長
）　

教
育
部
生
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涯
学
習
課
公
民
館
係
長
味
村
満

（
生
活
福
祉
部
保
険
年
金
課
年
金

係
長
）　

教
育
部
生
涯
学
習
課
青

少
年
女
性
係
長
橋
口
加
奈
子
（
出

納
室
出
納
係
長
）　

教
育
部
生
涯

学
習
課
文
化
財
係
長
本
多
元
成

（
教
育
部
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ

健
康
係
長
）　

教
育
部
生
涯
学
習

課
ス
ポ
ー
ツ
健
康
係
長
髙
井
克
訓

（
教
育
部
生
涯
学
習
課
公
民
館
係

長
）　

事
業
部
農
林
経
済
課
農
林

係
長
藤
井
誠
（
総
務
部
総
務
課
情

報
推
進
室
主
事
）　

総
務
部
総
務

課
情
報
推
進
室
情
報
推
進
係
長
木

村
保
（
総
務
部
税
務
課
主
事
）　

生
活
福
祉
部
福
祉
課
児
童
福
祉
係

長
湯
葉
美
奈
子
（
生
活
福
祉
部
福

祉
課
専
門
員
）　

生
活
福
祉
部
保

険
年
金
課
介
護
保
険
係
長
田
村
紀

子
（
生
活
福
祉
部
保
険
年
金
課
専

門
員
）　

事
業
部
都
市
計
画
課
開

発
指
導
係
長
西
岡
秀
記
（
事
業
部

都
市
計
画
課
主
事
）　

上
下
水
道

局
上
下
水
道
業
務
課
下
水
道
係
長

福
田
諭
（
水
道
局
専
門
員
）　

【
主
事
】　

市
長
公
室
主
事
森
一
世

（
総
務
部
市
民
課
主
事
）　

総
務
部

総
務
課
主
事
中
下
正
明
（
総
務
部

総
務
課
主
事
〔
和
歌
山
県
派
遣
〕）

　

総
務
部
総
務
課
主
事
〔
和
歌
山

県
派
遣
〕
恩
賀
孝
幸
（
生
活
福
祉

部
保
険
年
金
課
主
事
）　

総
務
部

総
務
課
財
務
室
主
事
増
渕
良
貴

（
総
務
部
総
務
課
主
事
）　

総
務
部

総
務
課
財
務
室
主
事
堀
内
邦
彦

（
総
務
部
総
務
課
主
事
）　

総
務
部

総
務
課
財
務
室
主
事
池
之
内
麻
有

（
総
務
部
総
務
課
主
事
）　

総
務
部

税
務
課
主
事
田
村
晃
伸
（
生
活
福

祉
部
生
活
環
境
課
主
事
）　

総
務

部
市
民
課
主
事
辻
綾
（
生
活
福
祉

部
保
険
年
金
課
主
事
）　

総
務
部

市
民
課
主
事
有
賀
万
記
（
市
長
公

室
主
事
）　

生
活
福
祉
部
福
祉
課

主
事
畠
山
裕
茂
（
教
育
部
生
涯
学

習
課
主
事
）　

生
活
福
祉
部
福
祉

課
主
事
・
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
派
遣
上
野
博
司
（
総
務
部
市

民
課
主
事
）　

生
活
福
祉
部
生
活

環
境
課
主
事
西
浦
史
浩
（
事
業
部

都
市
計
画
課
主
事
）　

生
活
福
祉

部
保
険
年
金
課
主
事
井
末
高
成

（
事
業
部
下
水
道
課
主
事
）　

生
活

福
祉
部
保
険
年
金
課
主
事
太
田
俊

広
（
総
務
部
総
務
課
主
事
）　

生

活
福
祉
部
保
険
年
金
課
主
事
下
津

成
司
（
生
活
福
祉
部
生
活
環
境
課

主
事
）　

生
活
福
祉
部
保
険
年
金

課
主
事
〔
徴
収
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
〕
中
小
路
和
紀
（
生
活
福

祉
部
保
険
年
金
課
主
事
）　

生
活

福
祉
部
保
険
年
金
課
主
事
〔
徴
収

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
〕
川
端
淳

平
（
生
活
福
祉
部
福
祉
課
主
事
）

　

生
活
福
祉
部
保
険
年
金
課
主
事

〔
徴
収
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
〕

岩
田
巡
矢
（
生
活
福
祉
部
保
険
年

金
課
主
事
）　

生
活
福
祉
部
保
険

年
金
課
主
事
〔
徴
収
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
〕
中
田
和
毅
（
生
活
福

祉
部
保
険
年
金
課
主
事
）　

事
業

部
土
木
課
主
事
宮
本
泰
宏
（
水
道

局
主
事
）　

事
業
部
都
市
計
画
課

主
事
中
島
章
仁
（
事
業
部
地
籍
調

査
課
主
事
）　

事
業
部
都
市
計
画

課
技
師
坂
本
整
哉
（
事
業
部
下
水

道
課
技
師
）　

事
業
部
農
林
経
済

課
主
事
大
森
慎
二
（
事
業
部
都
市

計
画
課
主
事
）　

事
業
部
地
籍
調

査
課
主
事
伊
藤
友
宜
（
総
務
部
総

務
課
主
事
）　

事
業
部
地
籍
調
査

課
技
師
湯
峯
淳
（
事
業
部
農
林
経

済
課
技
師
）　

上
下
水
道
局
上
下

水
道
業
務
課
主
事
安
村
匡
弘
（
事

業
部
下
水
道
課
主
事
）　

上
下
水

道
局
上
下
水
道
業
務
課
主
事
川
端

麻
誉
（
水
道
局
主
事
）　

上
下
水

道
局
上
下
水
道
工
務
課
技
師
池
上

博
敏
（
事
業
部
土
木
課
技
師
）　

上
下
水
道
局
上
下
水
道
工
務
課
技

師
喜
多
崇
（
事
業
部
下
水
道
課
技

師
）　

上
下
水
道
局
上
下
水
道
工

務
課
技
師
荒
木
直
哉
（
事
業
部
地

籍
調
査
課
技
師
）　

上
下
水
道
局

上
下
水
道
工
務
課
技
師
柴
崎
真
輝

（
水
道
局
技
師
）　

上
下
水
道
局
上

下
水
道
工
務
課
技
師
大
浦
伸
明

（
事
業
部
下
水
道
課
技
師
）　

上
下

水
道
局
上
下
水
道
工
務
課
技
師
東

山
剛
士
（
水
道
局
技
師
）　

教
育

部
生
涯
学
習
課
主
事
西
浦
秀
晶

（
水
道
局
主
事
）　

教
育
部
生
涯
学

習
課
主
事
福
田
知
代
（
総
務
部
市

民
課
主
事
）　

【
保
育
所
長
】　

岩
出
保
育
所
長
・

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
長
兼

務
楠
淳
子（
岩
出
第
二
保
育
所
長
）

【
主
任
保
育
士
】　

岩
出
保
育
所
主

任
保
育
士
南
暁
子
（
山
崎
保
育
所

主
任
保
育
士
）　

山
崎
北
保
育
所

主
任
保
育
士
村
田
倫
子
（
上
岩
出

保
育
所
主
任
保
育
士
）　

上
岩
出

保
育
所
主
任
保
育
士
山
本
冨
美
子

（
岩
出
保
育
所
主
任
保
育
士
）　

生

活
福
祉
部
福
祉
課
付
主
任
保
育
士

赤
松
佳
美
（
岩
出
第
二
保
育
所
主

任
保
育
士
）　

山
崎
保
育
所
主
任

保
育
士
湯
峯
幸
（
上
岩
出
保
育
所

副
主
任
）

【
副
主
任
】　

山
崎
北
保
育
所
副
主

任
高
松
宏
美
（
山
崎
保
育
所
副
主

任
）　

上
岩
出
保
育
所
副
主
任
井

馬
夕
美
子
（
山
崎
北
保
育
所
副
主

任
）　

生
活
福
祉
部
福
祉
課
付
副

主
任
横
畑
奈
緒
子
（
岩
出
第
二
保

育
所
副
主
任
）　

岩
出
保
育
所
副

主
任
横
関
千
亜
貴
（
山
崎
北
保
育

所
保
育
士
）　

山
崎
保
育
所
副
主

任
奥
村
佐
智
子
（
山
崎
保
育
所
保

育
士
）　

上
岩
出
保
育
所
副
主
任

梶
本
委
津
代
（
山
崎
保
育
所
保
育

士
）　

【
保
育
士
】　

岩
出
保
育
所
保
育
士

畑
中
祥
江
（
山
崎
北
保
育
所
保
育

士
）　

岩
出
保
育
所
保
育
士
大
舘

有
紀（
岩
出
第
二
保
育
所
保
育
士
）

　

岩
出
保
育
所
保
育
士
花
井
良
佳

（
上
岩
出
保
育
所
保
育
士
）　

山
崎

保
育
所
保
育
士
阪
田
み
ゆ
き
（
山

崎
北
保
育
所
保
育
士
）　

山
崎
保

育
所
保
育
士
柏
木
佳
那
子
（
岩
出

保
育
所
保
育
士
）　

山
崎
北
保
育

所
保
育
士
後
藤
美
穂
（
岩
出
保
育

所
保
育
士
）　

山
崎
北
保
育
所
保

育
士
坂
井
優
香
（
根
来
保
育
所
保

育
士
）　

根
来
保
育
所
保
育
士
正

木
理
恵
（
山
崎
保
育
所
保
育
士
）

　

根
来
保
育
所
保
育
士
出
口
真
也

（
岩
出
第
二
保
育
所
保
育
士
）　

根

来
保
育
所
保
育
士
隅
田
眞
理
子

（
上
岩
出
保
育
所
保
育
士
）　

上
岩

出
保
育
所
保
育
士
笠
谷
委
公
子

（
山
崎
保
育
所
保
育
士
）　

生
活
福

祉
部
福
祉
課
付
保
育
士
深
澤
文
香

（
岩
出
第
二
保
育
所
保
育
士
）　

生

活
福
祉
部
福
祉
課
付
保
育
士
南
場

由
紀（
岩
出
第
二
保
育
所
保
育
士
）

【
業
務
員
】　

生
活
福
祉
部
生
活
環

境
課
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
主
任
保

本
眞
作
（
生
活
福
祉
部
生
活
環
境

課
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
業
務
員
）

　

上
下
水
道
局
上
下
水
道
業
務
課

業
務
員
竹
内
良
典
（
水
道
局
業
務

員
）　

上
下
水
道
局
上
下
水
道
業

務
課
業
務
員
小
倉
正
裕
（
水
道
局

業
務
員
）　

教
育
部
生
涯
学
習
課

業
務
員
中
島
宗
一
（
生
活
福
祉
部

生
活
環
境
課
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

業
務
員
）

《
採
用
》

【
主
事
級
】　

総
務
部
総
務
課
情
報

推
進
室
主
事
山
本
貴
史　

総
務
部

税
務
課
主
事
中
井
健
司　

生
活
福

祉
部
福
祉
課
主
事
十
田
智
恵　

生

活
福
祉
部
保
険
年
金
課
主
事
髙
居

直
人　

事
業
部
土
木
課
技
師
宮
内

康
行　

事
業
部
都
市
計
画
課
主
事

灰
野
麻
美
亜　

上
下
水
道
局
上
下

水
道
業
務
課
主
事
仲
彩
加　

出
納

室
主
事
前
田
悠
里　

教
育
部
生
涯

学
習
課
主
事
古
田
鷹
也

《
再
任
用
》

【
業
務
員
】　

生
活
福
祉
部
生
活
環

境
課
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
主
任
西

浦
義
久

《
退
職
者
》　

岡
本
勝
年
（
生
活
福

祉
部
長
）　

富
永
幸
一
（
事
業
部

長
）　

早
田
利
彦
（
総
務
部
次
長
）

　

増
田
哲
二
（
社
会
福
祉
協
議
会

事
務
局
長
）　

溝
根
貞
助
（
事
業

部
地
籍
調
査
課
課
長
）　

高
橋
利

之（
生
活
福
祉
部
保
健
推
進
課
長
）

　

坂
口
敏
規
（
総
務
部
総
務
課
交

通
防
犯
係
長
）　

弓
場
一
毅
（
事

業
部
都
市
計
画
課
主
事
）　

尾
﨑

博
行
（
事
業
部
土
木
課
技
師
）　

土
井
義
之
（
生
活
福
祉
部
保
険
年

金
課
主
事
）　

森
下
公
秀
（
教
育

部
生
涯
学
習
課
業
務
員
）

《
再
任
用
期
間
満
了
》　

京
谷
操

（
生
活
福
祉
部
生
活
環
境
課
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
主
任
業
務
員
）

　

原
田
敦
子
（
岩
出
小
学
校
用
務

員
）
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救
助
工
作
車
更
新
に
伴
い

特
別
救
助
隊
と
し
て
発
足

　

那
賀
消
防
組
合
管
内
で
の
過
去

10
年
間
の
救
助
出
動
件
数
を
平
均

し
て
み
ま
す
と
、
年
間
約
80
件
の

救
助
出
動
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
交
通
事
故
を
始
め
多

様
化
し
た
災
害
現
場
で
使
用
し
た

資
機
材
は
老
朽
化
が
進
み
、
災
害

対
応
に
苦
慮
し
て
い
ま
し
た
が
、

こ
の
度
、
救
助
工
作
車
を
更
新
す

る
こ
と
が
で
き
、
中
消
防
署
（
愛

称
：
彗
星
）
に
配
備
し
ま
し
た
。

　

こ
の
車
両
は
、
5.5
ト
ン
級
の
消

防
専
用
シ
ャ
ー
シ
を
ベ
ー
ス
に
改

造
を
施
し
、
３
段
式
ク
レ
ー
ン
装

置
、
車
両
の
前
後
に
ウ
イ
ン
チ
を

装
備
し
、
照
明
器
具
等
、
最
新
式

の
各
種
救
助
用
資
機
材
を
積
載
し

た
低
床
式
の
４
輪
駆
動
車
で
、
管

内
の
救
助
事
案
は
勿
論
、
他
府
県

で
の
大
災
害
時
に
も
要
請
が
あ
れ

ば
緊
急
消
防
援
助
隊
と
し
て
出
動

し
ま
す
。

　

ま
た
、
テ
ロ
対
策
用
資
機
材
を

積
載
し
、
Ｎ
Ｂ
Ｃ
災
害
に
も
対
応

が
可
能
で
あ
り
、
今
後
は
特
別
救

助
隊
と
し
て
、
各
種
の
災
害
に
迅

速
か
つ
的
確
に
対
応
し
ま
す
。

◯
お
問
い
合
わ
せ
先

　

那
賀
消
防
組
合
消
防
本
部　
　

　

℡
61

０
１
１
９

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
期

限
（
平
成
23
年
５
月
31
日
）
ま
で
、

あ
と
２
年
あ
ま
り
に
な
り
ま
し

た
。
市
民
の
皆
さ
ん
は
、
も
う
設

置
さ
れ
ま
し
た
か
。

　

那
賀
消
防
組
合
で
は
、
住
宅
用

火
災
警
報
器
を
設
置
さ
れ
た
市
民

の
皆
さ
ん
に
「
住
警
器
シ
ー
ル
」

を
無
料
配
布
し
て
い
ま
す
の
で
、

消
防
署
へ
お
気
軽
に
申
し
つ
け
く

だ
さ
い
。

　
「
住
警
器
シ
ー
ル
」
は
義
務
的

に
貼
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
最
近
多
発
し
て
い
る
不
適
正

な
訪
問
販
売
等
の
防
止
に
も
役
立

ち
ま
す
。

　
「
住
警
器
シ
ー
ル
」
は
玄
関
や

郵
便
ポ
ス
ト
な
ど
人
目
に
付
く
と

こ
ろ
に
貼
り
ま
し
ょ
う
。

○
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
種
類

　

感
知
タ
イ
プ
は
、
煙
を
感
知
す

る
も
の
と
熱
を
感
知
す
る
も
の
が

あ
り
ま
す
。
電
源
の
供
給
方
式
は

「
電
池
内
蔵
型
」
が
一
般
的
で
、

電
池
切
れ
は
音
や
表
示
で
警
報
を

出
し
ま
す
。
取
り
付
け
は
、天
井
・

壁
に
ネ
ジ
止
め
す
る
も
の
と
、
壁

に
フ
ッ
ク
で
引
っ
か
け
る
も
の
が

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
や
目
や
耳
の
不

自
由
な
方
に
は
、
大
き
な
音
や
強

力
な
光
で
危
険
を
知
ら
せ
る
補
助

警
報
装
置
が
有
効
で
す
。「
連
動

型
」
と
「
無
線
式
」
で
ど
こ
に
い

て
も
警
報
が
分
か
る
よ
う
に
す
る

こ
と
も
出
来
ま
す
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
品
質
を

保
証
す
る
も
の
に
は
日
本
消
防
検

定
協
会
の
検
査
に
合
格
し
た
Ｎ
Ｓ

マ
ー
ク
が
貼
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
ど
こ
で
売
っ
て
る
の
？

　

一
般
的
に
は
家
電
販
売
店
、

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
、
防
災
機
器
取

扱
店
及
び
ガ
ス
機
器
販
売
店
な
ど

で
販
売
（
一
部
リ
ー
ス
）
さ
れ
て

い
ま
す
。

○
強
引
な
訪
問
販
売
に
は
ご
注
意

を
！

　

直
接
消
防
職
員
が
住
宅
用
火
災

警
報
器
を
販
売
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
！
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
自
分

で
取
り
付
け
が
可
能
で
す
が
、
設

置
を
依
頼
す
る
場
合
は
事
前
に
見

積
り
を
取
り
、
工
事
内
容
を
よ
く

確
認
す
る
な
ど
納
得
の
上
で
設
置

を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
訪
問
販

売
は
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
制
度

の
対
象
で
あ
り
、
契
約
日
を
含
め

８
日
間
は
契
約
の
解
除
が
認
め
ら

れ
ま
す
。

○
住
宅
用
火
災
警
報
器
設
置
場
所

　

就
寝
に
使
用
す
る
部
屋
の
天
井

又
は
壁
面
に
設
置
し
ま
す
。

　

階
段
の
踊
り
場
の
天
井
又
は
壁

面
に
設
置
し
ま
す
。

　

台
所
・
居
間
は
岩
出
市
で
は
設

置
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
火
災

の
早
期
発
見
に
有
効
で
す
。

○
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
者

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
取
り
付

け
は
、住
宅
の
関
係
者
（
所
有
者
、

管
理
者
ま
た
は
占
有
者
）
が
行
い

ま
す
。
設
置
の
た
め
に
特
別
な
資

格
は
必
要
な
く
、
だ
れ
で
も
取
り

付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
持
ち

家
の
場
合
は
そ
の
所
有
者
が
、
賃

貸
の
ア
パ
ー
ト
や
マ
ン
シ
ョ
ン
な

ど
の
場
合
は
、
オ
ー
ナ
ー
と
借
受

人
が
相
談
し
て
設
置
し
ま
し
ょ

う
。      

【
設
置
例
】

◯
お
問
い
合
わ
せ
先

　

那
賀
消
防
組
合
消
防
本
部　
　

　

℡
61

０
１
１
９

  

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
た
か
？



9 広報いわで　2009.5

NEWS IWADE

　

平
成
21
年
度
か
ら
、
通
学
路
※
１

に
面
し
た
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
※
２

の
倒

壊
に
よ
る
事
故
を
未
然
に
防
止

し
、
児
童
・
生
徒
を
は
じ
め
と
す

る
通
行
人
の
安
全
を
確
保
す
る
た

め
、
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
を
撤

去
す
る
方
に
対
し
て
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
。

※
１　

岩
出
市
教
育
委
員
会
が
指
定

し
て
い
る
通
学
路

※
２　

ブ
ロ
ッ
ク
塀
、
石
積
み
な
ど

倒
壊
に
よ
り
通
行
人
に
重
大
な
被

害
を
及
ぼ
す
と
思
わ
れ
る
も
の

（
補
助
金
の
額
）

◯
撤
去
を
行
う
場
合

　

撤
去
に
か
か
る
費
用
の
２
分
の

１
以
内
で
、
撤
去
す
る
面
積
に
対

し
て
１
平
方
メ
ー
ト
ル
あ
た
り

４
，０
０
０
円
を
上
限
と
し
て
計
算

　

た
だ
し
、
最
高
１
０
０
，
０
０

０
円
ま
で

◯
撤
去
し
た
あ
と
に
軽
量
の
塀
な

ど
を
設
置
す
る
場
合

　

撤
去
の
補
助
金
に
加
え
て
、
設

置
に
か
か
る
費
用
の
３
分
の
１
以

内
で
、
設
置
延
長
に
対
し
て
１

メ
ー
ト
ル
あ
た
り
、
４
，
０
０
０

円
を
上
限
と
し
て
計
算

　

た
だ
し
、
最
高
５
０
，
０
０
０

円
ま
で

○
詳
し
く
は
、
教
育
委
員
会

　

教
育
総
務
課
施
設
係
へ

　

℡
62

２
１
４
１

　
　
　
　
　
　
（
内
線
２
７
５
）

「
通
学
路
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等

　
　
　
　
　

改
善
事
業
」
の
お
知
ら
せ

児童手当の手続きをお忘れなく！
　現在受給されていない小学校修了前の児童を養育している方で、受給資格
に該当する方は、５月中に市（公務員の方は勤務先）へ認定請求してください。

（単位：万円）

扶養親族等の数
自営業者

（国民年金加入者）
サラリーマン

（厚生年金等加入者）

0人 460.0 532.0
1 人 498.0 570.0
2 人 536.0 608.0
3 人 574.0 646.0
4 人 612.0 684.0
5 人 650.0 722.0

※年収ではなく所得額で判定します。
　また、所得には一定の控除があります。

注１）所得税法に規定する老人控除対象配偶者又は老
人扶養親族がある者についての限度額（所得額ベース）
は左記の額に当該老人控除対象配偶者又は老人扶養親
族１人につき６万円を加算した額。

注２）扶養親族等の数が６人以上の場合の限度額（所
得額ベース）は、１人につき 38万円（扶養親族等が
老人控除対象配偶者又は老人扶養親族であるときは
44万円）を加算した額。

〈３歳未満の児童の養育者に対する児童手当〉
　　一律　　　　　　　月額　10,000 円　

〈３歳以上の児童の養育者に対する児童手当〉
　　第１子、第２子　　月額　  5,000 円
　　第３子以降　　　　月額　10,000 円

詳しくは、市役所福祉課（公務員の方は勤務先）までお問い合わせください。　岩出市役所福祉課児童手当係　℡62-2141　内線337

支
給
額

平成21年度 所得制限限度額　　所得が所得制限限度額以上の場合、児童手当は支給されません。
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税務税務課課からから
ののお知らせお知らせ
【お問い合わせ先】

税務課…………………………TEL.62-2141 ㈹
固定資産税係…………………内線 145 ～ 147
納税係…………………………内線 151 ～ 153

固定資産税 納期
平成21年度 固定資産税

第1期分と全期前納分の

納期限は、6月1日㈪です｡
期日に遅れないように

お納めください。

　固定資産税の対象となる家屋は、毎年１
月１日現在に存在する家屋であり、原則と
して所有している人に課税されます。
　年の途中に家屋を取り壊した場合は、翌
年度から課税の対象となりませんので、『建
物滅失届』を提出していただきますよう、
お知らせいたします。
　詳しくは、税務課固定資産税係までお問
い合わせください。

『建物滅失届』のお知らせ

市税等の滞納は許されません
　市では、税等負担の公平化を図るため、市税をはじめ介護保険料、後期高齢者医療保険料、保育料、水道料、学
校給食費等の滞納ゼロをめざして積極的な取り組みを行っています。
　なんらかの事情で納付できない方は、未納のまま放置することなく、市役所税務課など関係各課まで是非ご相談
ください。
　なお、5月24日㈰の午前9時から午後4時まで、税務課と保険年金課において、休日納付・納税相談を実施します。
　度重なる催告にもかかわらず、納付の意思が見られない方に対しては、財産調査を行い、法的な措置等を実施し
ます。まだ納付されていない方は、至急市役所又は金融機関で納付してください。

　県内全市町村で滞納税の徴収専門組織として、平成１８年４月に『和歌山地
方税回収機構』を設立し、回収困難な案件の徴収権を移管し、差押・公売等の
強制徴収を実施しています。
　市では、滞納者に対して同回収機構への移管予告書等を通知したうえで、自
主的な納税に応じない滞納者については、順次、徴収業務を移管しています。

［納税には便利な口座振替を］
　日常、仕事等でお忙しい方は、口座振替が便利です。ご利用の場合は、口座振替を希望される金融機関又は市役
所税務課で申し込みができますので、預金通帳及び通帳の印鑑をお持ちになり、お申し込みください。
•紀陽銀行　•南都銀行　•紀の里農業協同組合　•近畿労働金庫　•きのくに信用金庫
•泉州銀行和歌山支店　•郵便局又はゆうちょ銀行（直接、お申し込みください。）

［滞納すると延滞金が発生します］
　市税を納期限までに納付していただけない場合は、督促状、催告状が発送されます。
また、納期限の翌日から納付の日までの期間の日数に応じ、税額（１，０００円未満の端数があるとき、またはそ
の全額が２，０００円未満であるときは、その端数金額又は全額を切捨て）に年１４．６％（期限後１か月の期間は、
地方税法の規定による）の割合を乗じて得た額の延滞金を納付していただくことになります。

［滞納処分］
　納税指導を行っても納付いただけない方については、納期限までに納められた納税者との公平性を保つため、給
与・預貯金・不動産等の財産を調査し、差押による滞納処分を執行しています。

［納税相談窓口］
　病気・災害等の特別な事情により、やむを得ず納期限までに納められない場合は、期間を定めての分割納付等の
方法がありますので、税務課納税係までご相談してください。
　また、毎月第２・第４木曜日（祝祭日は除く）は、午後８時まで納税相談を実施していますので、仕事等の都合上、
日中に市税の納付や納税相談が困難な方は、ぜひご利用ください。

　［問い合わせ先］税務課 納税係

滞納はありませんか？

保険年金課
からのお知らせ
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保険年金課保険年金課
からのからのお知らせお知らせ
【お問い合わせ先】
　保険年金課…………………TEL.62-2141 ㈹
　　国保・年金係……………内線 176・193
　　介護保険係………………内線 189・198
　　保健医療係………………内線 167・182

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
開
催
の
お
知
ら
せ

　

岩
出
市
で
は
、
次
の
と
お
り
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
受
講

の
募
集
を
し
ま
す
。

○
講
座
内
容

認
知
症
に
つ
い
て
正
し
い
知
識

を
も
ち
、
認
知
症
の
人
や
家
族

を
応
援
し
、
誰
も
が
暮
ら
し
や

す
い
地
域
を
作
っ
て
い
く
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
養
成
す
る
た
め
の

講
座
で
す
。

○
日
時

　

平
成
21
年
５
月
26
日
㈫

○
場
所

岩
出
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー　

３
階
視
聴
覚
室

○
定
員　

100
名

○
申
し
込
み
及
び
問
い
合
わ
せ
先

　

保
険
年
金
課
介
護
保
険
係

ご
存
知
で
す
か
？

若
年
者
納
付
猶
予
制
度
！

▽
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
と
は

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
20

歳
代
の
第
１
号
被
保
険
者
の
方

で
、
本
人
（
配
偶
者
を
含
む
）

の
前
年
の
所
得
が
一
定
額
以
下

の
場
合
、
申
請
に
よ
り
月
々
の

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る

も
の
で
す
。

▽
承
認
さ
れ
ま
す
と

老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期

間
（
25
年
）
に
は
参
入
さ
れ
ま

す
が
、
年
金
受
給
額
に
は
反
映

さ
れ
ま
せ
ん
。

▽
保
険
料
の
追
納

将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金

（
国
民
年
金
）
を
満
額
に
近
づ

け
る
た
め
に
、
若
年
者
納
付
猶

予
を
承
認
さ
れ
た
期
間
の
保
険

料
は
、
承
認
を
受
け
て
か
ら
10

年
以
内
で
あ
れ
ば
、
納
付
（
追

納
）
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
大
学
や
専
門
学
校
等
の

学
生
の
方
に
は
、「
学
生
納
付
特

例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、保
険
年
金
課
国
保
・

年
金
係
ま
で

　災害その他特別の事情がないにもかかわら

ず、納期限から一年を経過しても納付しない

場合は、「資格証明書」の交付を行なっていま

す。

「資格証明書」の交付を受けると

１、被保険者証が交付される場合と同様に国

保税は、課税されます。

２、医療費の全額を自費で支払うことになり

ます。

　後日申請に基づき国保から給付割合に応じ

て払い戻しを受けることになります。ただし、

保険給付の全額又は一部を差し止めることが

あります。

　納付が困難な場合

は、保険年金課国保・

年金係まで納税相談に

お越しください。

国保税を滞納すると 退職者医療制度について

　国民健康保険に加入している方で、次の条

件のすべてに該当する方（退職被保険者本人）

とその被扶養者が対象となります。

①退職職被保険者本人の該当年齢が65歳未満

の方。

②厚生年金や各種共済組合など(国民年金は除

く）の老齢（退職）年金を受けていて、これら

の年金制度の加入期間が20年以上（または

40歳以降の加入期間が10年以上）ある方。

　上記に該当している方で、年金をもらう手

続きをすると年金証書が送られてきますので、

年金証書・国民健康保険被保険者証・印鑑をご

持参のうえ、14日以内に

国保係まで届け出てくだ

さい。

　詳しくは、保険年金課

国保・年金係まで
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③
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

　

岩
出
市
は
、
市
内
や
周
辺
に
介

護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
が
多
く
、
利

用
者
が
多
種
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
で
き
る
環
境
に
あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
は
、
市
町
村
の
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
水
準
を
反
映
す
る
も

の
で
す
。
サ
ー
ビ
ス
が
充
実
し
て

い
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
給
付
額
も
増

加
し
、
結
果
と
し
て
保
険
料
も
高

く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、給
付
額
の
増
加
に
よ
り
、

平
成
20
年
度
に
保
険
給
付
の
費
用

を
賄
う
た
め
に
１
２
０
０
万
円
の

借
入
れ
を
行
い
、
平
成
21
年
度
か

ら
の
３
年
間
で
返
済
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

④
介
護
給
付
費
財
源
の
負
担
割
合

変
更

　

介
護
保
険
制
度
改
正
に
よ
り
、

第
１
号
被
保
険
者
（
65
歳
以
上
）

の
負
担
割
合
が
19
％
か
ら
20
％

に
、
第
２
号
被
保
険
者
（
40
歳
以

上
65
歳
未
満
）
の
負
担
割
合
が

31
％
か
ら
30
％
に
変
更
さ
れ
ま
し

た
（
図
３
）。

○
平
成
21
年
度
か
ら
の
介
護
保
険

料

　

65
歳
以
上
の
方
（
第
１
号
被
保

険
者
）
の
介
護
保
険
料
の
計
算
式

は
図
４
の
と
お
り
で
す
。

　

一
人
ひ
と
り
の
保
険
料
は
、
低

所
得
の
方
に
過
重
な
負
担
と
な
ら

な
い
よ
う
所
得
段
階
別
に
設
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
所
得
段
階
別
の
保

険
料
は
図
５
の
と
お
り
で
す
。
な

お
、
今
年
度
か
ら
第
４
段
階
の
方

の
保
険
料
が
、
所
得
に
応
じ
て
２

つ
に
細
分
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
新
た
に
第
７
段

階
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

○
介
護
保
険
事
業
の
見
直
し

　

介
護
保
険
制
度
で
は
３
年
ご
と

に
「
高
齢
者
福
祉
計
画
・
介
護
保

険
事
業
計
画
」
を
策
定
し
て
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
見
込
量
や
サ
ー
ビ

ス
確
保
の
方
法
な
ど
を
定
め
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

岩
出
市
で
も
平
成
20
年
度
に
５

回
に
わ
た
っ
て
事
業
計
画
等
作
成

委
員
会
を
開
催
し
、「
第

４
期
岩
出
市
高
齢
者
福
祉

計
画
・
岩
出
市
介
護
保
険

事
業
計
画
」
を
策
定
し
ま

し
た
。
65
歳
以
上
（
第
１

号
被
保
険
者
）
の
方
の
介

護
保
険
料
は
、
こ
の
事
業

計
画
に
基
づ
い
て
算
定
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

事
業
計
画
の
策
定
に
あ

た
っ
て
は
、
公
募
し
た
被

保
険
者
の
方
や
医
療
・
保

健
・
福
祉
関
係
者
・
学
識

経
験
者
な
ど
介
護
保
険
に

関
わ
る
方
々
に
ご
審
議
い

た
だ
き
ま
し
た
。

○
介
護
保
険
料
の
見
直
し

　

こ
の
た
び
の
見
直
し
に

よ
り
、
介
護
保
険
料
の
基

準
額
が
上
が
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
要
因
と

し
て
は
次
の
よ
う
な
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。

①
要
介
護
認
定
者
の
増
加

　

高
齢
化
の
進
行
に
伴
い
、
要
介

護
（
要
支
援
）
認
定
者
の
数
も
増

え
て
い
ま
す
。
平
成
20
年
度
と
平

成
23
年
度
を
比
較
す
る
と
４
０
７

人
の
増
加
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す

（
図
１
）。

②
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
増
加

　

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
数
は
、
平
成

20
年
度
か
ら
23
年
度
ま
で
で
、
居

宅
サ
ー
ビ
ス
が
お
よ
そ
１
４
３

人
、
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
が
お

よ
そ
37
人
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
が
お

よ
そ
37
人
増
加
す
る
と
見
込
ま
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
影
響
で
給
付
総

額
が
、
平
成
20
年
度
の
給
付
総
額

と
比
較
し
て
、
平
成
23
年
度
は
お

よ
そ
５
億
３
３
６
万
円
増
加
す
る

と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
（
図
２
）。

介
護
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す

図１　要介護（要支援）認定者とサービス利用者の推移
（注）要介護認定者数は３月末日時点。サービス利用者数は月平均人数。
（注）18・19年度は実績、20～23年度は見込。
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1,400
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図２　給付金の推移
（注）平成 18・19年度は実績、平成 20～ 23年度は見込。
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図３　介護保険制度の財源割合（％）
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○
低
所
得
者
に
対
す
る
介
護
保
険

料
の
減
額

　

岩
出
市
で
は
、
低
所
得
者
の
方

の
負
担
が
過
重
と
な
ら
な
い
よ
う

に
介
護
保
険
料
の
減
額
に
関
す
る

基
準
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

第
１
号
被
保
険
者
の
属
す
る
世

帯
が
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る

方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
申
請
に
よ

り
保
険
料
の
減
額
措
置
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
（
生
活
保
護
受

給
者
は
除
く
）。

①
第
１
号
被
保
険
者
及
び
そ
の
者

と
同
一
世
帯
に
属
す
る
者
（
以

下
「
世
帯
員
」
と
い
う
。）
が

市
町
村
民
税
を
課
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
。

②
世
帯
の
当
年
中
の
収
入
見
込
み

額
の
合
計
が
、
生
活
保
護
法
に

基
づ
く
最
低
生
活
年
額
以
内
で

あ
る
こ
と
。

③
世
帯
員
が
活
用
で
き
る
資
産
を

有
し
て
い
な
い
こ
と
。た
だ
し
、

金
融
資
産
に
つ
い
て
は
、
②
に

定
め
る
額
を
超
え
な
い
こ
と
。

④
第
１
号
被
保
険
者
が
世
帯
員
以

外
の
者
か
ら
扶
養
を
受
け
て
い

な
い
こ
と
。

※
減
額
措
置
を
継
続
す
る
場
合

は
、
毎
年
申
請
が
必
要
で
す
。

◎
問
い
合
せ
先

　

保
険
年
金
課
介
護
保
険
係

図５　介護保険料の段階
段　階 対　　象　　者 保険料（平成21年度年額）

第１段階 老齢福祉年金受給者で本人及び世帯全員が住民税非課税の方
生活保護を受給している方 基準額× 0.5 30,700 円

第２段階 本人及び世帯全員が住民税非課税で、前年の合計所得金額と課税年金収入額の合計が
80万円以下の方 基準額× 0.5 30,700 円

第３段階 本人及び世帯全員が住民税非課税で、保険料段階第２段階以外の方 基準額× 0.75 46,000 円

第４段階
軽減あり 世帯の誰かに住民税が課税さ

れているが、本人は住民税非
課税の方

前年の合計所得金額と課税年金収入額の
合計が 80万円未満の方 基準額× 0.9 55,200 円

軽減なし 上記以外の方 基準額 61,400 円

第５段階 本人が住民税課税で前年の合計所得金額が 200 万円未満の方 基準額× 1.25 76,700 円

第６段階 本人が住民税課税で前年の合計所得金額が 200 万円以上 400 万円未満の方 基準額× 1.5 92,100 円

第７段階 本人が住民税課税で前年の合計所得金額が 400 万円以上の方 基準額× 1.75 107,400 円

図４　介護保険料の計算式

※この計算式は基本的な算定方法をあらわしているので、実際の保険料額とは異なります。

岩出市で必要とする

サービスの総費用
（利用者負担分は除く）

＋借入金返済分
× ÷ ＝65歳以上の人の
保険料負担分20%

岩出市の
65歳以上の人数

岩出市の
保険料基準額

　

介
護
保
険
制
度
が
ス
タ
ー

ト
し
て
９
年
が
経
過
し
、
今

年
度
か
ら
新
事
業
計
画
期
間

に
な
り
ま
し
た
。
本
市
で
は
、

介
護
保
険
の
円
滑
な
運
営
を

図
る
た
め
、
介
護
保
険
運
営

委
員
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
委
員
会
で
は
、
介
護

保
険
事
業
計
画
の
進
捗
方
策

や
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
の
評
価

及
び
資
質
向
上
等
に
関
し
て

調
査
及
び
審
議
を
行
い
ま

す
。
現
在
の
委
員
の
任
期
が

終
了
す
る
こ
と
に
伴
い
、
新

し
い
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

⑴
募
集
人
員

　

男
女
各
２
名

•
第
１
号
被
保
険
者

　
　

男
女
各
１
名

※
平
成
21
年
４
月
１
日
現
在

で
65
歳
以
上
の
方
（
昭
和

19
年
４
月
２
日
以
前
に
生

ま
れ
た
方
）

•
第
２
号
被
保
険
者

　
　

男
女
各
１
名

※
平
成
21
年
４
月
１
日
現
在

で
満
40
歳
以
上
で
あ
り
、

か
つ
平
成
24
年
３
月
31
日

現
在
で
満
65
歳
未
満
の
方

（
昭
和
22
年
４
月
２
日
か

ら
昭
和
44
年
４
月
２
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
方
）

⑵
応
募
資
格

①
岩
出
市
に
在
住
し
て
い
る

方
②
介
護
保
険
制
度
に
関
心
が

高
く
、
積
極
的
に
参
加
で

き
る
方

③
委
員
会
の
開
催
は
平
日
に

な
り
ま
す
の
で
、
平
日
２

時
間
程
度
、
岩
出
市
役
所

も
し
く
は
総
合
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
の
委
員
会
に

出
席
で
き
る
方

⑶
締
切
日

　

平
成
21
年
５
月
18
日
㈪

　
　
　
　
　
　
　

消
印
有
効

⑷
応
募
方
法

官
製
は
が
き
に
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
職
業
・
電
話

番
号
及
び
簡
単
な
自
己
紹

介
（
応
募
動
機
な
ど
）
を

記
入
の
う
え
、
岩
出
市
役

所
保
険
年
金
課
介
護
保
険

係
あ
て
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
。
Ｅ
メ
ー
ル
で
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

⑸
委
員
の
選
考

応
募
者
多
数
の
場
合
は
、

公
開
抽
選
と
し
ま
す
。（
後

日
抽
選
の
ご
案
内
を
し
ま

す
。）

⑹
委
員
の
任
期　

３
年

《
申
込
及
び
問
い
合
わ
せ
先
》

保
険
年
金
課
介
護
保
険
係

E
-m
ail　

h-nenkin@
city.

iw
ade.lg.jp

介護保険運営委員会委員募集のお知らせ
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生生活活環環境境
ののペペーージジみんなでつくろう！ごみのない街・きれいな街・美しいふるさとづくり

問い合わせ
　生 活 環 境 課　62-2141（内線185・186）

　　　　　　クリーンセンター　62-0814

自然を大切にし
きれいなまちをつくりましょう

　

生
活
雑
排
水
（
台
所
、
洗
濯
、

風
呂
等
の
排
水
）
に
よ
る
公
共
用

水
域
の
水
質
汚
濁
を
防
止
し
、
生

活
環
境
の
保
全
と
公
衆
衛
生
の
向

上
を
図
る
た
め
、
生
活
排
水
と
、

し
尿
を
併
せ
て
処
理
す
る
浄
化
槽

を
設
置
さ
れ
る
方
に
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
。

○
応
募
期
間

　

平
成
21
年
４
月
13
日
㈪
か
ら

　

平
成
21
年
５
月
29
日
㈮
ま
で

○
補
助
金
額

　

５　

人　

槽３
３
２
，０
０
０
円

　

６
〜
７
人
槽４

１
１
，０
０
０
円

　

８
〜
50
人
槽５

１
９
，０
０
０
円

○
応
募
条
件

•
平
成
21
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

22
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
設

置
さ
れ
る
方
。（
浄
化
槽
を
埋

設
す
る
と
き
は
、
機
種
及
び
人

槽
を
確
認
す
る
た
め
市
の
立
会

が
必
要
と
な
り
ま
す
。）

•
申
請
者
は
、
岩
出
市
に
住
民
登

録
を
さ
れ
て
い
る
方
又
は
浄
化

槽
設
置
後
速
や
か
に
住
民
登
録

を
さ
れ
る
方
。

但
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
場
合
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

•
建
築
基
準
法
第
六
条
第
一
項
に

基
づ
く
確
認
又
は
浄
化
槽
法
第

五
条
第
一
項
に
基
づ
く
設
置
の

届
出
の
審
査
を
受
け
ず
に
、
浄

化
槽
を
設
置
す
る
者
。

•
補
助
事
業
の
期
間
内
（
平
成
21

年
４
月
１
日
か
ら
平
成
22
年
３

月
31
日
）
に
浄
化
槽
を
設
置
で

き
な
い
者
。

•
販
売
又
は
賃
貸
の
目
的
で
浄
化

槽
付
住
宅（
共
同
住
宅
を
含
む
）

を
建
築
す
る
者
。

•
住
宅
を
借
り
て
い
る
者
で
、
賃

貸
人
の
承
諾
が
得
ら
れ
な
い
者

•
店
舗
付
住
宅
等
に
つ
い
て
は
、

住
宅
部
分
の
延
べ
面
積
が
二
分

の
一
未
満
の
場
合
。

•
市
税
を
滞
納
し
て
い
る
者
。

•
公
共
下
水
道
事
業
認
可
区
域
内

に
浄
化
槽
を
設
置
す
る
者
。

　
（
区
域
の
詳
細
は
、
生
活
環
境

課
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。）

○
そ
の
他

応
募
者
多
数
の
と
き
は
、
抽
選

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
応
募
方
法
等
詳
し
く
は
、
生
活

環
境
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

平
成
21
年
度

浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
に
つ
い
て

　

浄
化
槽
が
故
障
し
て
い
た
り
、

正
し
い
管
理
が
行
わ
れ
て
い
な
い

と
、
近
所
の
方
々
に
迷
惑
を
か
け

る
ば
か
り
で
な
く
、
河
川
や
生
活

環
境
の
汚
染
に
も
つ
な
が
り
ま
す

　

お
宅
の
浄
化
槽
は
大
丈
夫
で

し
ょ
う
か
？
定
期
的
に
保
守
点

検
、
法
定
検
査
、
清
掃
を
行
い
適

正
な
管
理
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

◎
保
守
点
検
と
は

　

浄
化
槽
の
管
理
者
は
、
浄
化
槽

の
機
能
が
正
し
く
働
き
、
放
流
水

が
基
準
内
で
流
さ
れ
る
よ
う
、
定

期
的
に
保
守
点
検
を
行
う
こ
と
が

法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
保
守
点
検
は
専
門
の
登
録
業

者
に
委
託
し
ま
し
ょ
う
。

◎
法
定
検
査
と
は

　

浄
化
槽
の
管
理
者
は
、
毎
年
一

回
（
新
た
に
設
置
、
又
は
構
造
及

び
規
模
を
変
更
し
た
浄
化
槽
に
つ

い
て
は
、
使
用
開
始
後
６
ヶ
月
経

過
し
た
日
か
ら
２
ヶ
月
の
間
に
一

回
）
水
質
に
関
す
る
検
査
を
受
け

る
こ
と
が
法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

検
査
の
申
込
み
に
つ
い
て
は
、

和
歌
山
県
水
質
保
全
セ
ン
タ
ー

　

０
７
３

４
３
２

６
４
３
３

に
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

◎
清
掃
と
は

　

浄
化
槽
を
一
定
期
間
使
用
し
て

い
る
と
、汚
泥
・ス
カ
ム
が
た
ま
り
、

放
っ
て
お
く
と
浄
化
す
る
能
力
が

低
下
し
、
水
域
が
汚
濁
さ
れ
て
、

他
人
に
迷
惑
を
か
け
ま
す
の
で
、

清
掃
を
す
る
こ
と
が
法
律
で
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
浄
化
槽
の

清
掃
は
、
毎
年
一
回
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
の
で
、
市
許
可
業
者

に
お
い
て
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

※
ス
カ
ム
（
浮
遊
し
て
い
る
汚
泥
）

 

浄
化
槽
を
使
用
さ
れ
て
い
る
ご
家
庭
の
方
へ

一般家庭から出るごみで市
で収集できないごみの回収
について（お知らせ）

　市で回収できない廃棄物（粗大

ごみ回収で回収することができな

いもの等）を岩出市総合体育館に

各自持ち寄っていただき、有料で

専門業者が回収するという機会を

６月14日㈰に設けます。

　なお、実施内容等詳細につきま

しては、広報いわ

で６月号に掲載い

たします。
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生活環境のページ

クリーンセンターからお知らせ

５月
の不燃物と
資源ごみの
回収予定日

回収区域 不燃物（カン・ビン類） 資源ごみ

県道泉佐野岩出線東側地域 ５月６日・20日
（第１・第３水曜日）

毎週金曜日

県道泉佐野岩出線西側地域 ５月13日・27日
（第２・第４水曜日）

毎週木曜日

◉市外からのごみの持込み（持出しも同様）は、法律により禁止されています。（廃掃法第 6条第 1項、第 4項、第 6条の 2第 1項）
◉市内で営業活動を行っている事業者（排出者）は、排出者の責任で廃棄物を処理しなければなりません。（廃掃法第 3条）
◉事業者自らが搬入し処理を依頼する事業系一般廃棄物については、処理手数料が必要です。（有料処理）（廃掃法および条例）
◉事業者が岩出クリーンセンターに廃棄物を搬入処理する場合は、登録が必要です。（登録申請の受付はセンターへ。）随時受付。

　岩出クリーンセンターに廃棄物を自己搬入する場合は、「持ち込みごみ申請書」への記入とあわせて、「免許証等住所確認が
できる証明書」による住所の確認を実施させていただいておりますので、市民の皆様方のご理解とご協力をお願いいたします。

持込受付時の車両運行については、十分注意してください。

＊一般廃棄物の搬入は、岩出市内のごみに限ります。
また、搬入された一般廃棄物が事業系の廃棄物か一般家庭からの廃棄物かの判別がむずかしい場合は、住宅地図による排
出先の確認にご協力ください。

　岩出市が行っている資源ごみ分別区分中の「その他のプラスチック」にはポリバケツやプラスチック製のおもちゃ・衣装ケース等
のプラスチック製品は含まれません。これらのプラスチック製品は、可燃性粗大ごみとして取り扱いますので、資源ごみとして排出
されないようにお願いします。

＊クリーンセンターには、新風吹トンネルを大阪方面に進行し、出口の信号で右折し、旧道を右折して下さい。（交差点に注意）

　　　　　【ごみの搬入時間は】　・月～金／ 8時 30分～ 12時 00分まで（午前中）
　　　　　　　　　　　　　　　・土曜日／ 8時 30分～ 15時 00分まで

土曜日の一般ごみの土曜日の一般ごみの
持込受付開始のお知らせ持込受付開始のお知らせ

クリーンセンターでは、平成21年4月から、土曜日の一般ごみの持ち込
み受付を開始いたしました。なお、受付時間については以下のとおりです。

地

球温
暖化対策

シリーズ  12回目

５
月
は
、
家
庭
で
も
で
き
る
環
境
対
策

（
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
）
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

•
タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
燃
費
を
良
く
す
る
。

•
ア
イ
ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
を
心
が
け
る
。

•
急
発
進
、
急
加
速
を
や
め
る
。

ごみの不法
投棄禁止！
　ごみを河川、堤防、道路などに捨てた場
合には、廃棄物の処理及び清掃に関する
法律により処罰されます。
　ポイ捨てや不法投棄は、環境汚染をま
ねくなど多くの皆さんに多大な迷惑となり
ますので、こうした社会のルールやマナー
を守らない行為はやめましょう！
　また、県内の他市においてごみの収集
作業中に、収集物から、白い粉が漏れ、作
業員２名が、目の痛みと吐き気を訴え、救
急車にて病院に搬送されるという事件が
発生しております。
　ごみを出す場合、きちんと分別し、不適
切なごみが混入していないか確かめ、市
の指定袋に入れ、収集日に決められた集
積場所に出しましょう！

市民の皆さんへのお願い!

持ち去り行為を発見したときは、
次にご注意の上、ご連絡ください。

　ごみ集積所に出された古紙やダンボールなどの資
源物が、市が収集する前に持ち去られていることか
ら、その防止と資源化の推進を図るため「岩出市廃
棄物の処理及び清掃に関する条例」の一部を改正
し、平成20年６月27日から資源物の持ち去りが禁止
となりました。

１　持ち去り行為が行われた場所
　　（資源ごみステーション所在地）、時間、
　　資源物の品名
２　使用された車両の特徴（ナンバー、
　　車種、車色等）
３　持ち去り行為を行った者の特徴
４　持ち去られるまでの状況等
その他、不明な点がございましたら、生活
環境課までご一報下さい。
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総合保健福祉センター 保健推進課　℡ 61-2400

保保健健推推進進
だだよよりり

Ｍ
Ｒ
（
麻
し
ん
・
風
し
ん
）
混
合

ワ
ク
チ
ン
２
期
・
３
期
・
４
期　

Ｄ
Ｔ
（
ジ
フ
テ
リ
ヤ
・
破
傷
風
）

二
種
混
合
予
防
接
種
に
つ
い
て

　

岩
出
市
に
住
民
登
録
を
さ
れ
て

い
る
対
象
者
の
方
に
、
４
月
下
旬

に
予
診
票
等
案
内
通
知
を
し
て
い

ま
す
。接
種
期
限
が
あ
り
ま
す
が
、

で
き
る
だ
け
早
く
済
ま
せ
て
お
く

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。（
接
種
期

限
を
過
ぎ
ま
す
と
有
料
に
な
り
ま
す
。）

◯
Ｍ
Ｒ
対
象
者

•
２
期
：
保
育
所
、
幼
稚
園
等
の

年
長
児
（
平
成
15
年
４
月
２
日
〜
平
成

16
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

•
３
期
：
中
学
１
年
生
（
平
成
８
年

４
月
２
日
〜
平
成
９
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

•
４
期
：
高
校
３
年
生
相
当
の
年

齢
の
方
（
平
成
３
年
４
月
２
日
〜
平
成

４
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

◯
Ｄ
Ｔ
対
象
者

•
平
成
９
年
４
月
２
日
〜

　

平
成
10
年
４
月
１
日
生
ま
れ

　

接
種
前
に
必
ず
実
施
医
療
機
関

に
予
約
を
入
れ
、
注
意
事
項
を
読

み
予
診
票
と
母
子
健
康
手
帳
を
持

参
し
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

◯
お
問
い
合
わ
せ

　

岩
出
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

小
児
成
育
医
療
支
援
事
業

の
お
知
ら
せ

　

お
子
さ
ん
の
発
育
・
発
達
の
こ
と
、
子

育
て
の
悩
み
、
学
校
で
の
問
題
な
ど
お
子

さ
ま
に
つ
い
て
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

○
相
談
場
所

和
歌
山
県
立
医
科
大
学
小
児
成
育

医
療
支
援
室
及
び
公
立
那
賀
病
院

○
相
談
担
当
者

小
児
科
医
師
、
臨
床
心
理
士
、

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
、
看
護
師

○
利
用
方
法
及
び
利
用
時
間

ま
ず
電
話
で
相
談
し
て
い
た
だ
き
、

相
談
内
容
で
面
談
が
必
要
で
あ
れ

ば
、
予
約
日
を
決
め
て
来
院
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。（
相
談
は
無
料
で
す
。）

•
和
歌
山
県
立
医
科
大
学
小
児
成

育
医
療
支
援
室
：
平
日
（
月
〜

金
）
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　

℡
０
７
３

４
４
１

０
８
０
８

　
（
祝
日
・
年
末
年
始
は
除
く
）

•
公
立
那
賀
病
院
：
毎
週
木
曜
日

　

午
後
２
時
〜
午
後
４
時

　

℡
０
７
３

４
４
１

０
８
０
８

（
公
立
那
賀
病
院
で
の
相
談
を
希

望
さ
れ
る
場
合
も
和
歌
山
県
立
医

科
大
学
小
児
成
育
医
療
支
援
室
に

電
話
し
て
く
だ
さ
い
。）

第
10
段
階
「
前
立
腺
が
ん
に
つ
い
て
」

　

前
立
腺
は
男
性
に
だ
け
あ
り
、
精
液
の
一
部
を
つ
く
る
臓

器
で
す
。
前
立
腺
は
、
恥
骨
（
骨
盤
を
形
成
す
る
骨
の
ひ
と

つ
で
、
下
腹
部
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。）
の
裏
側
に
あ
り
、

栗
の
実
の
よ
う
な
形
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
前
立
腺
に
発
生

す
る
病
気
が
前
立
腺
が
ん
で
す
。

（
前
立
腺
が
ん
の
症
状
）

　

他
の
が
ん
と
同
じ
よ
う
に
早
期
の
前
立
腺
が
ん
に
は
特
有

の
症
状
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
る
と
し
て
も
多
く
は
前
立
腺
肥

大
症
に
伴
う
症
状
で
す
。
具
体
的
に
は
、

①
尿
が
出
に
く
い

②
尿
の
回
数
が
多
い

③
排
尿
後
、
尿
が
出
き
ら
な
い
で
残
っ
た
感
じ
が
す
る

④
夜
間
多
尿

⑤
尿
意
を
感
じ
る
と
ト
イ
レ
に
行
く
ま
で
に
排
尿
を
我
慢
で

き
な
い
状
態

⑥
下
腹
部
不
快
感

　

前
立
腺
が
ん
が
進
行
し
て
も
転
移
が
な
い
場
合
の
症
状
は
、

前
立
腺
肥
大
症
と
大
き
く
変
わ
り
ま
せ
ん
。

（
前
立
腺
が
ん
の
危
険
因
子
は
）

　

危
険
因
子
と
し
て
遺
伝
的
な
素
因
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

直
系
家
族
（
父
ま
た
は
兄
弟
）
に
ひ
と
り
前
立
腺
が
ん
を

患
っ
た
方
が
い
ま
す
と
、
そ
う
で
な
い
人
に
比
べ
前
立
腺
が

ん
に
か
か
る
危
険
率
は
２
倍
に
な
り
、
２
人
以
上
の
前
立
腺

が
ん
に
か
か
っ
た
方
が
あ
る
場
合
、
危
険
率
は
５
か
ら
11
倍

に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
動
物
性
脂
肪
が
多
い
西
洋
風
の
食
事
の
関
与
も
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
逆
に
豆
類
・
穀
物
の
摂
取
は
前
立
腺
が

ん
の
発
生
を
減
ら
す
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

（
Ｐ
Ｓ
Ａ
検
査
）

　

前
立
腺
が
ん
の
診
断
に
関
し
て
最
も
重
要
な
の
は
、
採
血

に
よ
る
前
立
腺
特
異
抗
原
（
Ｐ
Ｓ
Ａ
）
と
呼
ば
れ
る
腫
瘍
マ
ー

カ
ー
の
検
査
で
す
。

　

前
立
腺
が
ん
に
か
か
る
危
険
因
子
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

方
は
、
こ
れ
ら
の
腫
瘍
マ
ー
カ
ー
検
査
を
50
歳
頃
か
ら
開
始

す
る
こ
と
が
勧
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
Ｐ
Ｓ
Ａ
値
に
異
常
が
認
め
ら
れ
る
場
合
）

　

Ｐ
Ｓ
Ａ
値
に
異
常
が
認
め
ら
れ
る
場
合
、
専
門
医
は
肛
門

か
ら
指
を
挿
入
し
て
前
立
腺
の
状
態
を
確
認
す
る
直
腸
診
、

あ
る
い
は
肛
門
か
ら
専
用
の
超
音
波
器
具
を
挿
入
す
る
経
直

腸
的
前
立
腺
超
音
波
を
行
い
、
前
立
腺
が
ん
の
疑
い
が
あ
る

か
検
討
し
ま
す
。

　

前
立
腺
が
ん
の
疑
い
が
あ
る
場
合
は
、
年
齢
も
考
慮
し
な

が
ら
最
終
的
な
診
断
を
行
う
た
め
に
前
立
腺
生
検
が
実
施
さ

れ
ま
す
。

（
グ
リ
ー
ソ
ン
ス
コ
ア
ー
）

　

腫
瘍
の
悪
性
度
を
グ
リ
ー
ソ
ン
ス
コ
ア
ー
と
呼
ば
れ
る
病

理
学
上
の
分
類
を
使
っ
て
表
し
ま
す
。
こ
れ
は
が
ん
の
悪
性

度
を
５
段
階
に
評
価
す
る
も
の
で
す
。
グ
リ
ー
ソ
ン
ス
コ
ア
ー

の
解
釈
で
「
６
」
か
、そ
れ
以
下
は
性
質
の
お
と
な
し
い
が
ん
、

「
７
」
は
最
も
多
い
パ
タ
ー
ン
で
中
く
ら
い
の
悪
性
度
、「
８
」

〜
「
10
」
は
悪
性
度
の
高
い
が
ん
と
理
解
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
前
立
腺
が
ん
の
治
療
）

　

前
立
腺
が
ん
の
治
療
に
は
、「
手
術
療
法
」、「
放
射
線
療
法
」、

「
内
分
泌
療
法
」、
さ
ら
に
は
特
別
な
治
療
を
実
施
せ
ず
、
当

面
経
過
観
察
す
る
「
待
機
療
法
」
が
あ
り
ま
す
。

　

グ
リ
ー
ソ
ン
ス
コ
ア
ー
や
治
療
前
の
Ｐ
Ｓ
Ａ
値
な
ど
も
参

考
に
し
な
が
ら
治
療
法
が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

（
前
立
腺
が
ん
の
治
療
と
社
会
復
帰
）

１
手
術
療
法
後
の
生
活
復
帰

　

手
術
後
に
は
当
初
、
尿
失
禁
や
残
尿
感
、
切
れ
が
悪
く
な

る
な
ど
の
症
状
が
出
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

程
度
と
回
復
に
は
個
人
差
が
あ
り
ま
す
が
、
通
常
は
手
術

後
２
〜
３
か
月
で
機
能
は
回
復
し
ま
す
が
、
半
年
を
経
過
し

て
も
続
く
場
合
や
程
度
が
ひ
ど
く
な
っ
て
き
た
場
合
は
、
医

師
に
ご
相
談
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

や
さ
し
い
「
が
ん
」
の
お
は
な
し



平成21年5月 平成21年 6月 両月とも
事業名 実施日 内容 実施日 内容 受付時間 場所

乳
幼
児
健
康
診
査

4か月児
18日㈪

H21 年 1 月生まれ
22日㈪

H21 年 2 月生まれ 13:00 ～ 13:15

総

合

保

健

福

祉

セ

ン

タ

ー

26日㈫ 23日㈫

7か月児
19日㈫

H20 年 10 月生まれ
16日㈫

H20 年 11 月生まれ 13:00 ～ 13:15
20日㈬ 17日㈬

1歳8か月児
12日㈫

H19 年 9 月生まれ
9日㈫

H19 年 10 月生まれ 13:00 ～ 13:15
13日㈬ 10日㈬

3歳6か月児
8日㈮

H17 年 10 月生まれ
12日㈮

H17 年 11 月生まれ 13:00 ～ 13:30
15日㈮ 19日㈮

乳
幼
児
健
康
相
談

10か月児
12日㈫

H20 年 6 月生まれ
9日㈫

H20 年 7 月生まれ 9:00 ～ 9:30
13日㈬ 10日㈬

2歳6か月児
8日㈮

H18 年 10 月生まれ
12日㈮

H18 年 11 月生まれ 9:00 ～ 9:30
15日㈮ 19日㈮

パパママ教室
（妊婦教室）

14日㈭ 妊婦体操他（要予約） 25日㈭
歯の健康について
妊娠中の栄養について

13:15 ～ 13:30

栄
養
教
室

離乳食 25日㈪ 離乳食（要予約） 29日㈪ 離乳食 13:45 ～ 14:00

健
康
相
談

一般健康相談 毎週月曜日 健康や育児等について相談 毎週月曜日 健康や育児等について相談   9:30 ～ 11:30

成
人
健
診

セット検診 29日㈮ 申込者に後日通知
11日㈭
18日㈭

申込者に後日通知   8:30 ～ 10:00

予
防
接
種

ポリオ
27日㈬
28日㈭

通知対象／
平成20年1月1日～
平成20年12月31日生まれ
対象：平成20年12月31日以
前に生まれた方～7歳6か月ま
でで、2回接種していない方

1日㈪
2日㈫
3日㈬
4日㈭

通知対象／
平成20年1月1日～
平成20年12月31日生まれ
対象：平成20年12月31日以
前に生まれた方～7歳6か月ま
でで、2回接種していない方

13:00 ～ 14:30

フリー開放
（機能訓練室）

11日㈪
29日㈮

機能訓練室のフリー
開放

1日㈪
26日㈮

機能訓練室のフリー
開放

13:00 ～ 16:00

献　　　血
1日㈮ コーナン 13日㈯ ミレニアシティ  オークワ 10:00 ～ 12:00

13:00 ～ 16:30
成分及び一般献血（16～69歳）
65歳以上の方は、60～64歳の
ときに1回でも経験のある方

9日㈯ ミレニアシティ  オークワ 24日㈬ プライスカット

保健事業予定表保健事業予定表
（平成21年5月、平成21年6月）

17 広報いわで　2009.5

保健推進だより

月 日 曜 歯科医師名 住所（診療所） TEL（診）

５　

月

3 日 山本歯科矯正 紀の川市貴志川町北山379 64-3014
4 月 西野歯科医院 岩出市北大池78-7 62-4556
5 火 谷口歯科医院 紀の川市名手市場252-3 75-4467
6 水 辻本歯科医院 紀の川市打田1478-1 77-4068
10 日 﨑山歯科医院 紀の川市貴志川町丸栖34-7 64-8727
17 日 もりもと歯科 岩出市山4-7 69-2688
24 日 神野歯科医院 紀の川市粉河1724 73-2309
31 日 清瀧歯科医院 紀の川市花野117 77-6161

診療時間は、午前 10時から 12 時までと
午後1時から 4時までです。
※受診の際は、電話等で確認のうえご来院ください。
※当番医が急に変更になる場合がありますので、電話が通
じないときは消防署（61-1791・61-0119）にお問い合
わせください。

日曜・祝日の日曜・祝日の
休日歯科診療のお知らせ休日歯科診療のお知らせ

休日歯科急患当番表休日歯科急患当番表 那賀歯科医師会
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Information
暮暮らしのらしの

情 報情 報

　　　　　　　　岩出市役所…………………62-2141 ㈹
　　　　　　　　

（岩出市教育委員会）

　　　　　　　総合保健福祉センター……61-2400
　　　　　　地域子育て支援センター…62-3362（F兼）
　　　　　クリーンセンター…………62-0814
　　　　市民総合体育館……………62-0370
　　　民俗資料館…………………63-1499
　　岩出図書館…………………62-7222
　岩出警察署…………………63-0110
那賀消防組合………………61-0119

福　

祉

問い合わせ先

6
月
25
日
㈭

6
月
23
日
㈫

6
月
18
日
㈭

6
月
16
日
㈫

6
月
11
日
㈭

6
月
9
日
㈫

6
月
の
開
放
日

岩
出
第
二
保
育
所

岩

出

保

育

所

上
岩
出
保
育
所

根

来

保

育

所

山
崎
北
保
育
所

山

崎

保

育

所

保
育
所
名

63
―
０
２
６
９

62
―
２
４
０
２

62
―
２
８
１
４

62
―
２
７
０
１

62
―
０
７
３
２

62
―
２
８
４
４

電
話
番
号

施
し
て
い
ま
す
。

　

申
し
込
み
は
、
実
施
日
の
２
週
間

前
か
ら
１
週
間
前
ま
で
の
期
間
と
し

ま
す
。（
申
し
込
み
の
際
、
印
鑑
と
お

や
つ
代
100
円
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。）

　

な
お
、
保
育
所
の
行
事
な
ど
で

実
施
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
各
保
育
所
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で

は
、
近
所
に
友
達
が
い
な
い
、
ま

た
子
育
て
に
自
信
が
な
い
等
悩
み

を
も
つ
保
護
者
に
対
す
る
支
援
と

し
て
、
就
学
前
の
在
宅
幼
児
を
対

象
に
各
保
育
所
に
お
い
て
、
毎
年

5
月
か
ら
3
月
ま
で
の
月
1
回
、

午
前
10
時
か
ら
午
前
11
時
30
分
ま

で
親
子
の
ふ
れ
あ
い
遊
び
等
を
実

保
育
所
に
遊
び
に
来
ま
せ
ん
か
！

　広報いわで４月号にてお知
らせしました、５月の『絵本の
読み聞かせ会』の日程を下記の
とおり13日から18日に変更
します。
○内  容
　絵本の読み聞かせ
　親子のふれあい遊び
○日  時
　平成21年5月18日㈪
○場  所
　岩出図書館

【問い合わせ先】
　地域子育て支援センター

　℡62-3362

５月の
『絵本の読み聞かせ会』
の日程変更について

生
涯
学
習

パ
ソ
コ
ン
技
術
教
室

受
講
生
募
集

第
２
回
ワ
ー
ド
（
初
級
）
教
室

文
書
作
成
を
し
た
い
初
心
者
の
方

が
対
象
で
す
。

◯
内
容

基
本
操
作
・
文
書
の
作
成
・
編

集
・
印
刷

◯
テ
キ
ス
ト
代　

８
０
０
円

◯
日
程

６
月
14
・
21
・
28
日
・
７
月
５

日
㈰　

午
前
10
時
〜
正
午

各
講
座
４
日
間
の
受
講
に
な
り

ま
す
。

◯
応
募
資
格

　

岩
出
市
民
の
方
（
学
生
不
可
）

◯
定
員　

24
名

◯
場
所　

紀
泉
台
地
区
公
民
館

◯
締
切
日　

５
月
27
日
㈬

◯
応
募
方
法

官
製
は
が
き
に
「
第
２
回
ワ
ー

ド
（
初
級
）
教
室
」・
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
記

入
の
う
え
締
切
日
必
着
で
〒
649

6292
岩
出
市
役
所　

生
涯
学
習

課　

公
民
館
係
ま
で
お
申
込
く

だ
さ
い
。

な
お
、
申
込
多
数
の
場
合
は
、

初
め
て
の
方
優
先
で
抽
選
と
な

り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

◎
成
人
講
座

•
行
政
講
座

　
「
エ
コ
ラ
イ
フ
の
実
践
」

　

講
師
＝
和
歌
山
県
環
境
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
事
務
局
長

前
岡
正
男
氏

　

日
時
＝
５
月
16
日
㈯

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

場
所
＝
岩
出
市
総
合
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
３
階
多
目
的

ホ
ー
ル

◎
ふ
れ
あ
い
学
級

•
歌
唱
指
導

　
「
歌
の
散
歩
道
」

　

講
師
＝
安
積
恵
美
子
氏

　
　
　
　

清
水
季
詩
子
氏

▼
紀
泉
台
学
園

　

日
時
＝
５
月
８
日
㈮

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

　

場
所
＝
紀
泉
台
地
区
公
民
館

▼
上
岩
出
学
園

　

日
時
＝
５
月
11
日
㈪

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

　

場
所
＝
上
岩
出
地
区
公
民
館

▼
岩
出
学
園

　

日
時
＝
５
月
18
日
㈪

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

　

場
所
＝
岩
出
地
区
公
民
館

▼
根
来
学
園

　

日
時
＝
５
月
22
日
㈮

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

　

場
所
＝
根
来
地
区
公
民
館

▼
山
崎
学
園

　

日
時
＝
５
月
26
日
㈫

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら

　

場
所
＝
山
崎
地
区
公
民
館
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暮らしの情報

岩
出
市
文
化
協
会
に
よ
る

作
品
展
示

　

岩
出
市
文
化
協
会
で
は
、
日
頃

の
ク
ラ
ブ
活
動
の
成
果
を
発
表
す

る
機
会
と
し
て
作
品
展
示
を
定
期

的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
月
は
、｢

俳
画
ク
ラ
ブ｣

の

み
な
さ
ん
に
よ
る
展
示
で
す
。

　

多
く
の
皆
様
の
ご
来
館
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

◯
ク
ラ
ブ
名　

俳
画
ク
ラ
ブ

○
期
間

　

５
月
２
日
㈯
か
ら

　

５
月
30
日
㈯
ま
で　

（
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
）

◯
場
所　

岩
出
市
民
俗
資
料
館

　
　
　
　

１
階　

企
画
展
示
室

※
資
料
館
の
入
館
時
間
は
、
午
後

４
時
30
分
ま
で
。

　

休
館
日
は
、
毎
週
火
曜
日
と
祝

日
の
翌
日
（
た
だ
し
、
そ
の
日
が

火
曜
日
、
土
曜
日
、
日
曜
日
及
び

祝
日
に
当
た
る
と
き
は
、
そ
の
翌

日
）
で
す
。

相　

談

 

人
権
相
談

　

女
性
や
子
ど
も
、
高
齢
者
に
関

す
る
人
権
相
談
を
は
じ
め
、
差
別

的
取
扱
い
、
暴
行
・
虐
待
、
い
じ

め
、い
や
が
ら
せ
、プ
ラ
イ
バ
シ
ー

侵
害
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
侵

害
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◯
日
時　

５
月
12
日
㈫

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

◯
場
所

岩
出
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー　

金
池
92
番
地　

※
相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

◯
問
い
合
わ
せ
先

生
活
福
祉
部

福
祉
課
人
権
啓
発
係

℡
62

２
１
４
１

　
　
　
　
　
（
内
線
３
２
１
）

 

行
政
相
談

　

国
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る

苦
情
、行
政
の
仕
組
み
や
手
続
き
、

行
政
機
関
が
不
明
で
ど
こ
で
何
を

相
談
し
て
よ
い
か
分
か
ら
な
い
等

ど
ん
な
こ
と
で
も
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
、秘
密
厳
守
で
す
。

◯
日
時　

５
月
13
日
㈬

　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

◯
場
所　

岩
出
地
区
公
民
館

◯
問
い
合
わ
せ
先

　

市
長
公
室
市
民
ふ
れ
あ
い
係

　

℡
62

２
１
４
１

　
　
　
　
　
　
（
内
線
１
１
８
）

６
月
の
人
権
相
談
日
の

お
知
ら
せ

　

６
月
は
、
人
権
擁
護
委
員
法

が
施
行
さ
れ
た
日
に
ち
な
み
、

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
特
設

相
談
所
と
し
て
、
６
月
１
日
㈪

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
ま
で
、

岩
出
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
開
設
し
ま
す
！

和
歌
山
県

子
ど
も
の
人
権
専
門
委
員
会

か
ら
お
知
ら
せ

５
月
12
日
㈫
か
ら
14
日
㈭
ま
で

「
子
ど
も
の
人
権
110
番
」を
特
設
！

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

無
料
で
電
話
相
談
に
応
じ
て
い

ま
す
。

　

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

☎
０
１
２
０

０
０
７

１
１
０

　
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

☎
０
７
３

４
２
５

２
７
０
４

（
和
歌
山
地
方
法
務
局
人
権
擁

護
委
員
室
内
）

　

― 

相
談
内
容
等 

―　
　

①
い
じ
め
、
体
罰
、
登
校
拒
否
・

子
ど
も
の
虐
待
な
ど
、
子
ど
も

の
人
権
に
か
か
わ
る
す
べ
て
の

問
題
に
つ
い
て
、
子
ど
も
の
人

権
専
門
委
員
が
電
話
相
談
に
応

じ
ま
す
。

②
子
ど
も
の
人
権
専
門
委
員
と
直

接
会
っ
て
相
談
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

③
こ
の
期
間
以
外
の
日
も
、
月
曜

日
か
ら
金
曜
日（
祝
日
は
除
く
。

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

分
）
ま
で
同
じ
電
話
番
号
で
相

談
に
応
じ
ま
す
。（
休
日
及
び

夜
間
は
留
守
番
電
話
に
な
り
ま

す
。）

適
応
指
導
教
室「
フ
レ
ン
ド
」

を
ご
存
知
で
す
か
？

「
フ
レ
ン
ド
」
っ
て
ど
ん
な
教
室

で
す
か
。

　
「
フ
レ
ン
ド
」
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
悩
み
を
抱
え
、
学
校
へ
登
校
で

き
な
い
で
い
る
小
・
中
学
生
が
、

学
校
に
籍
を
置
い
た
ま
ま
一
時
的

に
通
級
す
る
教
室
で
す
。

ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の
で
す
か
。

　

教
室
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
状

況
に
応
じ
、
自
立
心
や
社
会
性
が

育
つ
よ
う
に
支
援
し
て
い
く
と
共

に
、
学
校
へ
の
復
帰
に
つ
い
て
考

え
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
学
校
に

行
き
た
く
て
も
行
け
な
い
小
・
中

学
生
や
保
護
者
の
教
育
相
談
（
電

話
・
面
接
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◯
教
室
及
び
相
談
の
窓
口

　

岩
出
中
央
公
民
館
２
階

◯
連
絡
先

　

℡
62

０
８
９
２

　

毎
週
月
曜
か
ら
金
曜
日

　

午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で

※
面
接
相
談
は
、
事
前
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

【ご利用施設】
・マシンジム
・プール
・スタジオ
・お風呂・サウナ

始めたい時に、始められる

２週間体験会
実施中!!

和歌山県岩出市高瀬82-1
TEL：0736-63-0112

New Machie
長方形
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集
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市
民
プ
ー
ル

臨
時
職
員
の
募
集

　

市
民
プ
ー
ル
臨
時
職
員
を
次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
。

○
採
用
予
定
者
数

　

市
民
プ
ー
ル
管
理
人
4
名
程
度

　

市
民
プ
ー
ル
監
視
員
20
名
程
度

○
資
格

•
管
理
人
…
市
内
在
住
で
25
歳
以

上
65
歳
未
満
の
健
康

な
方
。

土
・
日
・
祝
日
出
勤

可
能
な
方
。

•
監
視
員
…
18
歳
以
上
60
歳
未
満

（
高
校
生
を
除
く
）

の
水
泳
に
自
信
の
あ

る
方
。

土
・
日
・
祝
日
出
勤

可
能
な
方
。

○
時
給　

９
０
０
円

（
交
通
費
の
支
給
は
あ
り
ま
せ
ん
）

○
業
務
内
容

•
管
理
人
…
受
付
、
入
場
券
発
券

及
び
改
札
、
事
務
所

等
の
清
掃
、
そ
の
他

•
監
視
員
…
プ
ー
ル
監
視
、
プ
ー

ル
・
更
衣
室
等
の
清

掃
、
そ
の
他

○
勤
務
期
間
及
び
時
間

　

6
月
30
日
㈫
〜
8
月
31
日
㈪

•
管
理
人
…
午
前
9
時
〜

　
　
　
　
　

午
後
5
時
30
分

•
監
視
員
…
午
前
9
時
〜

　
　
　
　
　

午
後
5
時
15
分

○
受
付
期
間

　

5
月
18
日
㈪
〜
6
月
5
日
㈮

　

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

　
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

○
提
出
書
類

　

履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
1
通

※
面
接
日
等
詳
細
は
追
っ
て
通
知

し
ま
す
。

○
提
出
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先

　

岩
出
市
荊
本
63

2

　

総
合
体
育
館
内

　

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
健
康
係

　
　
　
　
　
　

℡
62

０
３
７
０

総
合
体
育
館

ア
リ
ー
ナ
で
遊
ぼ
う
！ 

　

市
民
総
合
体
育
館
で
は
、
ア

リ
ー
ナ
（
大
ホ
ー
ル
）
を
一
般
開

放
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
、

健
康
と
体
力
の
保
持
増
進
を
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。

○
日
時

　

5
月
23
日
㈯

　

午
前
10
時
〜
午
後
4
時
ま
で

○
種
目

　

卓
球
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

○
入
場
料　

無
料

○
注
意
事
項

•
ア
リ
ー
ナ
使
用
に
は
上
履
き
が

必
要
で
す
。

•
使
用
中
の
け
が
等
に
つ
い
て
は

応
急
処
置
の
み
行
い
ま
す　

が
、
そ
の
他
の
責
任
は
負
い
ま

せ
ん
。

•
使
用
者
多
数
の
場
合
は
、
入
場

制
限
を
行
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

ヨ
ガ
教
室
生
徒
募
集

○
期
間

　

5
月
22
日
㈮
〜
7
月
24
日
㈮

　

午
後
3
時
〜
4
時

○
場
所

　

総
合
体
育
館 

格
技
場

○
参
加
資
格

岩
出
市
内
在
住
ま
た
は
勤
務
し

て
い
る
満
20
歳
以
上
の
方

○
定
員　

60
名

○
参
加
料　

１
，
６
０
０
円

○
講
師　

松
宮
文
子
先
生

○
応
募
方
法

○
申
込
受
付

5
月
15
日
㈮
午
後
3
時
に
総
合

体
育
館
2
階
小
ホ
ー
ル
に
て
受

付
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
申
込
者
多
数
の
場
合
、

抽
選
と
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室

生
徒
募
集 

○
期
間

　

5
月
20
日
㈬
〜
7
月
22
日
㈬

　
　

午
後
7
時
〜
8
時

○
場
所

　

総
合
体
育
館
2
階
小
ホ
ー
ル

○
参
加
資
格

岩
出
市
内
在
住
ま
た
は
勤
務
し

て
い
る
満
20
歳
以
上
の
方

○
定
員　

80
名

○
参
加
料　

１
，
６
０
０
円

○
講
師　

川
口
裕
子
先
生

○
応
募
方
法

○
申
込
受
付

5
月
13
日
㈬
午
後
7
時
に
総
合

体
育
館
2
階
小
ホ
ー
ル
に
て
受

付
い
た
し
ま
す
。

な
お
、
申
込
者
多
数
の
場
合
、

抽
選
と
な
り
ま
す
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

ス
ポ
ー
ツ

医療法人 彌栄会

※入院設備有
☎62-7777

中迫139
（那賀消防署東隣）

☎61-1551

中迫380
（黒山整形外科オク）

●地域在宅総合ケアセンター
●やよい苑デイケアセンター
●訪問看護ステーションやよい
●岩出中央在宅介護支援センター
●やよいケアステーション(訪問介護）

黒山整形外科 介護老人保健施設 やよい苑
リハビリテーションセンター （居宅介護支援事業所）

理事長　黒 山 哲 彌 詳しくはホームページをご覧下さい
http://www.yaeikai.com

大型駐車場完備

New Machie
長方形
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第
４
回 

岩
出
市
民

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

開
催
の
お
知
ら
せ

○
主
催

　

岩
出
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

○
日
時

　

平
成
21
年
5
月
24
日
㈰

　

午
前
9
時
30
分
よ
り

○
会
場

　

岩
出
市
民
総
合
体
育
館

○
種
目　

　

▽
Ａ
ク
ラ
ス
（
経
験
者
）

　

▽
Ｂ
ク
ラ
ス
（
初
心
者
・

　
　
　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
小
学
生
）

○
参
加
資
格

岩
出
市
内
に
在
住
、
ま
た
は
勤

務
し
て
い
る
小
学
生
以
上
の
者

○
チ
ー
ム
構
成

　

選
手
は
４
〜
６
名
。

　

チ
ー
ム
構
成
は
、
コ
ー
ト
内

１
チ
ー
ム
中
学
生
以
上
の
男
子

は
２
名
以
内
と
す
る
（
小
学
生

は
男
子
４
名
可
）。

　

い
ず
れ
も
監
督
・
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
は
選
手
を
兼
ね
る
こ
と

が
で
き
る
。

○
申
込
方
法

　

所
定
の
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
載
し
、
申
込
期
日
ま
で
に
申

し
込
む
こ
と
。

　

な
お
、
参
加
料
（
１
チ
ー
ム

１
，
０
０
０
円
…
１
日
保
険
料
含

む
）
は
大
会
当
日
に
徴
収
す
る
。

○
申
込
先　

　

岩
出
市
荊
本
63

2

　

総
合
体
育
館
内

　

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
健
康
係

※
申
込
用
紙
は
総
合
体
育
館
に
用

意
し
て
い
ま
す
。

○
申
込
期
日

　

平
成
21
年
5
月
17
日
㈰
ま
で

○
問
い
合
わ
せ
先

•
岩
出
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

　

事
務
局　

原
田

　
　
　
　
　
　

℡
61

３
２
４
８

•
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
健
康
係

　
　
　
　
　
　

℡
62

０
３
７
０

第
20
回
岩
出
市
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

オ
ー
プ
ン
記
念
大
会

○
日
時

　

平
成
21
年
２
月
15
日
㈰

○
場
所

　

市
民
総
合
体
育
館

○
結
果

▽
男
子
１
部

優
勝　

鈴
木
草
麻
生
、
宮
田
典
明

（
シ
ャ
ト
ル
ク
ラ
ブ
大
阪
）

２
位　

朝
稲
拓
也
、
平
野
晃
一

（
那
賀
ク
ラ
ブ
）　

３
位　

西
浦
和
弘
、
篠
田
和
孝

（
Ｍ
Ｉ
Ｚ
Ｕ
Ｎ
Ｏ　

那
賀
ク
ラ
ブ
）

３
位　

岩
西
俊
幸
、
山
東
祐
也

（
那
賀
ク
ラ
ブ
）

▽
女
子
１
部

優
勝　

稲
田
百
合
、
鈴
木
奈
緒
美

（
キ
ラ
ラ
）

２
位　

土
岐
宣
子
、
伊
藤
友
美

（
ス
ク
エ
ア　

那
賀
ク
ラ
ブ
）

３
位　

早
香
代
、
木
村
恵
里

（
キ
ラ
ラ
）

▽
男
子
２
部

優
勝　

山
口
隆
也
、
岩
木
浩
二

（
那
賀
ク
ラ
ブ
）

２
位　

平
野
友
己
、
守
岡
真
俊

（
那
賀
高
校
）

３
位　

清
原
崇
文
、
小
坂
雄
史

（
ス
ク
エ
ア
）

３
位　

高
橋
仁
、
清
野
剛

（
ス
ク
エ
ア
）

▽
女
子
２
部

優
勝　

桐
原
早
苗
、
竹
内
充
子

（
キ
ラ
ラ
）

２
位　

吉
井
正
美
、
前
川
和
美

（
キ
ラ
ラ
）

３
位　

井
上
諒
子
、
武
藤
隆
志

（
那
賀
高
校
）

▽
男
子
３
部

優
勝　

寺
坂
将
悟
、
河
内
祐
輔

（
近
大
和
歌
山
）

２
位　

橘
太
佳
志
、
土
山
拓
己

（
オ
レ
ン
ジ
）

３
位　

畑
俊
行
、
山
下
全
弘

（
那
賀
高
校
）

３
位　

鎌
塚
滉
生
、
清
原
成
人

（
那
賀
高
校
）

▽
女
子
３
部

優
勝　

石
井
ま
ど
か
、
辻
堅
香
代

子
（
オ
レ
ン
ジ
）

２
位　

古
山
章
代
、
二
宮
千
寿
子

（
キ
ラ
ラ
）

３
位　

福
岡
美
幸
、
亀
井
優

（
粉
河
高
校
）

３
位　

佐
本
友
利
、
衣
笠
和
代

（
貴
志
川
ク
ラ
ブ
）

▽
男
子
４
部

優
勝　

田
村
僚
貴
、
前
田
良
徳

（
オ
レ
ン
ジ
）

２
位　

辻
凌
坪
、
高
橋
良
介

（
那
賀
高
校
）

３
位　

小
畑
皓
平
、
島
龍
也

（
那
賀
高
校
）

▽
初
心
者
の
部

優
勝　

木
下
侑
起
、
山
野
晃
平

（
粉
河
高
校
）

２
位　

松
田
晃
作
、
藤
原
勉

（
オ
レ
ン
ジ
）

３
位　

山
崎
愛
、
稲
生
圭
美

（
那
賀
高
校
）

３
位　

高
橋
主
樹
、
堀
川
明
日
香

（
那
賀
高
校
）

 

和
歌
山
県
ペ
タ
ン
ク
交
流
大
会

○
日
時

　

平
成
21
年
３
月
15
日
㈰

○
会
場

　

粉
河
多
目
的
運
動
場

○
結
果

▽
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
部

　
　
　
　
（
参
加
32
チ
ー
ム
）

3
位　

岩
出
０
２
・
Ｔ

　
　
（
大
津
留
紀
之
、
大
島
暸
子
、

　
　

 
武
田
弘
）

大
会
結
果

料理名 人参ピラフ グループ名 岩出市生活研究グループ
【材料】（４～５人分）
米‥‥‥‥‥‥‥‥ ２カップ
人参（葉つき）‥‥‥‥‥ １本
タマネギ‥‥‥‥‥‥ 1/2個
レーズン‥‥‥‥‥ 大さじ２
オリーブ油‥‥‥‥ 大さじ２
白ワイン‥‥‥‥‥ 大さじ２
固形スープの素‥‥‥ 1/2個
塩‥‥‥‥‥‥‥ 小さじ1/2
コショウ‥‥‥‥‥‥‥ 少々
パルメザンチーズ‥ 大さじ４

【作り方】
①　米は洗ってザルにあげて、水気を切る。
②　人参は皮をむいてすりおろす。葉の軟らかい部分を塩ゆでし、絞っ

てみじん切りにする。（なければ青ネギやパセリでもよい）
③　タマネギはみじん切りにし、レーズンは水に浸して柔らかくもどし、
水気を切る。

④　フライパンにオリーブ油、タマネギを入れ、弱火で焦がさないよう炒め、
しんなりとなったら、米を加え更に炒める。

　　米が透きとおってきたら、②の人参を入れて混ぜ、白ワインを加える。
⑤　炊飯器に移して、水２カップと固形スープをほぐして入れ、塩・コ

ショウで味を調え、ふたをして普通に炊きあげる。
⑥　炊き上がったらレーズンを混ぜ、器に盛りチーズと人参の葉をふり

かける。
～岩出市生活研究グループ協議会大会

　　　　　　に出展された料理から～

米米やや
地域地域のの食材食材
をを使使ったった
料理料理

　

カ
ロ
チ
ン
が
豊
富
な
人
参
を
す
り

お
ろ
し
て
炊
き
込
ん
だ
、ピ
ラ
フ
で
す
。

　

ス
ー
パ
ー
の
地
場
産
コ
ー
ナ
ー
や

直
売
所
に
、
葉
つ
き
の
新
鮮
な
地
元

産
人
参
が
並
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
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そ
の
他

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ

農
薬
防
除
補
助
に
つ
い
て

　

岩
出
市
で
は
、
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ

シ
（
ス
ク
ミ
リ
ン
ゴ
ガ
イ
）
に
よ

る
水
稲
へ
の
被
害
が
毎
年
発
生
し

て
い
ま
す
。

　

そ
の
被
害
を
抑
制
す
る
た
め
、

農
薬
を
購
入
す
る
方
に
対
し
費
用

の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

◯
問
い
合
わ
せ
先

　

岩
出
市
役
所
農
林
経
済
課

　

☎
62

２
１
４
１

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
２
３
７
）

メ
ジ
ロ
の
捕
獲
許
可
・

　
　

飼
養
登
録
に
つ
い
て

　

和
歌
山
県
で
は
、
愛
が
ん
飼
養

目
的
で
捕
獲
で
き
る
野
鳥
は
メ
ジ

ロ
の
み
で
、
飼
養
で
き
る
の
は
１

世
帯
に
つ
き
１
羽
で
す
。

◯
捕
獲
に
つ
い
て

県
に
申
請
し
、
捕
獲
許
可
（
４

月
〜
６
月
は
捕
獲
禁
止
）
が
必

要
で
す
。

◯
飼
養
に
つ
い
て

市
に
申
請
し
、
登
録
票
（
飼
養

登
録
）
と
手
数
料
３
，
６
０
０

円
が
必
要
で
す
。

※
登
録
票
（
飼
養
登
録
）
の
有
効

期
間
は
１
年
間
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
更
新
の
手
続
き
と
手

数
料
３
，
６
０
０
円
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

◯
問
い
合
わ
せ
先

•
捕
獲
許
可

　

那
賀
振
興
局
衛
生
環
境
課

　
　
　
　
　
　

☎
61

０
０
４
８

•
飼
養
登
録

　

岩
出
市
役
所
農
林
経
済
課

　
　
　
　
　
　

☎
62

２
１
４
１

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
２
３
７
）

５
月
は
消
費
者
月
間
で
す

被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に
普
段
か

ら
注
意
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う

　

無
料
点
検
と
言
い
な
が
ら
、
無

理
や
り
契
約
を
さ
せ
ら
れ
た
り
、

還
付
金
が
あ
る
な
ど
の
不
審
な
電

話
が
か
か
っ
て
き
た
り
し
ま
せ
ん

か
？

　

悪
質
商
法
や
還
付
金
等
詐
欺
に

よ
る
被
害
が
増
え
、
手
口
も
ま
す

ま
す
巧
妙
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に
、
次

の
よ
う
な
こ
と
に
気
を
つ
け
ま

し
ょ
う
。

◎
本
当
に
必
要
か
よ
く
考
え
る

◎
う
ま
い
話
を
信
用
し
な
い

◎
断
る
時
は
キ
ッ
パ
リ
と

◎
契
約
内
容
は
よ
く
確
か
め
て

◎
署
名
・
押
印
・
振
込
は
慎
重
に

◎
見
ず
知
ら
ず
の
人
（
セ
ー
ル
ス

マ
ン
な
ど
）
を
容
易
に
信
用
し

な
い

◎
迷
っ
た
時
や
不
審
に
思
っ
た
時

は
、
家
族
や
友
人
、
関
係
機
関

へ
早
め
に
相
談
を

◯
消
費
生
活
で
の

　

ご
相
談
・
問
い
合
せ
先

•
市
役
所
市
長
公
室

　

☎
62

２
１
４
１

　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
１
１
４
）

•
和
歌
山
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
７
３

４
３
３

１
５
５
１

訂正とお詫び
　４月に各家庭に配布させていただきました、「定額給付金」
のチラシの内容について誤りがありましたので、下記のとお
り訂正し、お詫び申し上げます。
【誤】　　　　　　　　　　　　　　　
定額給付金事業は、市民の生活支援を行うとともに、地域の
経済を活性化するために実施しま・
【正】
定額給付金事業は、市民の生活支援を行うとともに、地域の
経済を活性化するために実施します。

和
歌
山
県
植
物
公
園
緑
花
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

〔
住
所
〕
６
４
９

６
２
１
１　

岩
出
市
東
坂
本
６
７
２
〔
電
話
〕
６
２

４
０
２
９
〔
Ｆ
Ａ
Ｘ
〕
６
３

２
５
７
０

【
問
い
合
わ
せ
先
】
和
歌
山
県
植
物
公
園
緑
花
セ
ン
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【花と緑の教室】・・・時間：１３時３０分～１６時迄
５月１０日（日）　　　　　　　　「多肉植物の栽培」
５月２４日（日）　　　　　　　　「薬草の知識と利用」
５月３１日（日）と６月７日（日）「ボタニカルアート(植物の精密画)の描き方」※参加条件：両日とも教室に参加出来る方
※現在、参加申込みを電話等で受付中です（定員は３２名まで先着順）
〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
【気軽にちょこっと体験（５月テーマ：木の葉形のパレット作りに挑戦）】・・・時間：１３時３０分～１５時迄
５月３０日（土）又は６月６日（土）　※どちらか都合の良い日を選択、　※入園料と材料費（1,000円程度）必要
※現在、参加申込みを電話等で受付中です（定員は両日共に各２４名まで先着順）
〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
【花・木等の作品の展示会】・・・時間：９時～１７時迄（※最終日は１６時３０分迄）
５月２日（土）～６日（水）　　　「サボテン・多肉植物展」、　「春の山草展」　※一部即売あり
５月２日（土）～１７日（日）　　「春の原色押花教室展」　※４月１９日、２６日の教室で作った作品の展示
５月８日（金）～１０日（日）　　「春の盆栽展」、　５月９日（土）～１０日（日）　「野生ラン展」　※双方一部即売あり
５月２９日（金）～３１日（日）　「サツキ花季盆栽展」
〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
【グリーン・フェスティバルの開催】・・・期間：４月２９日（水）～５月６日（水）迄
４月２９日（水）～５月６日（水）　「ふるさとの植物展」、　　５月２日（土）～６日（水）　「花と緑の園芸市」
５月４日（月）　「紀州よさこい踊り（雨天中止）」、　　５月５日（火）　「子ども和太鼓集団（和響）の演奏（雨天中止）」
５月５日（火）のみ　「こどもの日」にちなみ、１５才以下の方は入園料無料
５月６日（水）　「和歌山県警察音楽隊の演奏（雨天中止）」
〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
【花と緑の相談コーナー開設】（花木の剪定、栽培管理、病害虫の診断・防除等の相談・指導）
日　 時：５月２日、９日、１６日、２３日、３０日の毎週土曜日　１３時～１６時３０分迄
※電話による相談や直接花木を持参しての相談などに対して指導や助言を行います。

５月の休園日 ５月７日（木）、１２日（火）、１９日（火）、２６日（火）となります
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差
別
を
な
く
す
人
権
作
文
入
選
作
品

優秀作品

お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
命

岩
出
小
学
校　

５
年　

津つ
や
ま山　

健け
ん
た太　

（
学
年
は
入
選
当
時
の
学
年
で
す
。）　

　

ぼ
く
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
ぼ

く
が
生
ま
れ
る
ず
っ
と
ず
っ
と

前
、
お
母
さ
ん
が
高
校
生
の
こ
ろ

病
気
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
と
き

か
ら
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
障
害
者

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ぼ
く

が
、
よ
う
ち
園
の
こ
ろ
は
、
車
い

す
に
乗
っ
て
い
ま
し
た
。そ
し
て
、

不
自
由
そ
う
に
ご
飯
を
こ
ぼ
し
な

が
ら
食
べ
て
い
ま
し
た
。
左
手
が

動
か
な
い
の
で
お
茶
わ
ん
を
持
て

ま
せ
ん
。
右
手
し
か
使
え
な
い
の

で
、
う
ま
く
食
べ
る
こ
と
が
出
来

ま
せ
ん
。
で
も
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん

は
、「
う
ま
い
！
」
と
言
っ
て
、

と
て
も
お
い
し
そ
う
に
食
べ
て
い

ま
し
た
。
ぼ
く
は
そ
の
と
き
、
う

れ
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
に
と
っ
て
、
食
べ

る
こ
と
は
楽
し
み
で
し
た
。
だ
か

ら
、
い
つ
ま
で
も
お
い
し
く
食
べ

る
こ
と
が
で
き
た
ら
い
い
な
あ
と

思
い
ま
し
た
。

　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
自
分
で
便

所
に
行
く
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
、
お
む
つ
を
し
て
い
ま
し

た
。
ち
ょ
っ
と
だ
け
お
し
っ
こ
の

に
お
い
が
す
る
と
き
も
あ
り
ま
し

た
。
そ
れ
は
、
仕
方
が
な
い
こ
と

で
す
。
ぼ
く
は
、
そ
ん
な
こ
と
気

に
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
お
じ
い

ち
ゃ
ん
が
好
き
だ
か
ら
で
す
。
ぼ

く
や
お
兄
ち
ゃ
ん
が
、
お
じ
い

ち
ゃ
ん
の
所
へ
行
く
と
、
い
つ
も

喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
お
じ
い

ち
ゃ
ん
は
、「
オ
ッ
！
来
て
く
れ

た
ん
か
。」
と
言
っ
て
握
手
を
し

ま
し
た
。
で
も
、
ぼ
く
が
三
年
生

の
こ
ろ
か
ら
、お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、

足
が
痛
く
な
っ
て
き
て
車
い
す
に

も
乗
れ
な
く
な
っ
て
、
少
し
ず
つ

元
気
が
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

自
分
で
食
べ
て
い
た
ご
飯
も
、
食

べ
さ
せ
て
も
ら
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
ぼ
く
は
、心
配
し
ま
し
た
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
に
少
し
で
も
元
気

を
と
り
も
ど
し
て
も
ら
お
う
と
、

大
好
き
な
あ
ん
ぱ
ん
と
バ
ナ
ナ
を

持
っ
て
行
き
ま
し
た
。
お
は
し
を

持
つ
力
が
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
、

大
好
き
な
あ
ん
ぱ
ん
は
、
持
つ
こ

と
が
出
来
て
、
自
分
で
食
べ
ま
し

た
。
バ
ナ
ナ
は
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん

が
食
べ
や
す
い
大
き
さ
に
、
小
さ

く
し
て
食
べ
さ
せ
て
あ
げ
ま
し

た
。
と
て
も
お
い
し
そ
う
に
食
べ

て
い
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。

　

で
も
、
今
年
の
一
月
に
お
じ
い

ち
ゃ
ん
は
、
急
に
意
し
き
が
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ぼ
く
達

は
ビ
ッ
ク
リ
し
て
お
じ
い
ち
ゃ
ん

の
い
る
病
院
に
行
き
ま
し
た
。
声

を
か
け
て
も
目
を
あ
け
る
こ
と
が

出
来
ま
せ
ん
。
苦
し
そ
う
に
息
を

し
て
い
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
そ
ん

な
お
じ
い
ち
ゃ
ん
を
見
て
、「
お

じ
い
ち
ゃ
ん
、
死
な
な
い
で
。」

と
思
い
ま
し
た
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん

は
、
不
自
由
な
体
で
も
、
ぼ
く
達

を
う
れ
し
い
気
持
ち
に
さ
せ
て
く

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ど
ん
な
に

苦
し
く
て
も
、
が
ん
ば
っ
て
い
る

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
お
じ
い

ち
ゃ
ん
は
、
み
ん
な
が
や
さ
し
く

す
る
こ
と
で
う
れ
し
い
と
思
い
ま

す
。
だ
か
ら
、
意
し
き
が
な
く
て

も
、
ぼ
く
の
顔
を
見
る
こ
と
が
出

来
な
く
て
も
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の

手
を
に
ぎ
っ
た
ら
、
元
気
に
な
っ

て
く
れ
る
と
信
じ
ま
し
た
。で
も
、

し
ば
ら
く
し
て
死
ん
で
し
ま
い
ま

し
た
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
命
は
、

お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
も
の
で
す
が
、

み
ん
な
の
大
切
な
命
で
も
あ
り
ま

す
。
ど
ん
な
に
体
が
不
自
由
に

な
っ
て
も
、
生
き
る
こ
と
が
大
切

な
こ
と
だ
と
お
じ
い
ち
ゃ
ん
に
教

え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

2/11
回

　

民
生
委
員
制
度
は
前
身
の
救
世
顧
問
制
度
が
大
正
６
年
５
月
12
日

に
発
足
し
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。
こ
の
日
を
「
民
生
委
員
・
児
童

委
員
の
日
」
と
定
め
、
こ
の
日
か
ら
一
週
間
を
「
活
動
強
化
週
間
」

と
し
て
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動
を
皆
さ
ん
に
理
解
し
て
い
た

だ
く
た
め
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

○
地
域
福
祉
の
推
進
役
・
相
談
役
で
す

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
よ
う
お
手
伝
い
す
る
、
地
域
福
祉
の
推
進
役
・
相
談
役
で

す
。
市
で
は
、
現
在
86
人
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
活
動
し
て
い

ま
す
。

○
民
生
委
員
は
児
童
委
員
を
兼
任
し
て
い
ま
す

　

民
生
委
員
は
、
児
童
福
祉
法
に
よ
り
児
童
委
員
を
兼
ね
て
お
り
、

児
童
福
祉
の
向
上
の
た
め
に
も
活
動
し
て
い
ま
す
。
い
じ
め
や
児
童

虐
待
な
ど
の
問
題
が
深
刻
に
な
る
中
、
関
係
機
関
と
協
力
し
な
が
ら

相
談
や
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
主
任
児
童
委
員
も
活
躍
し
て
い
ま
す

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
中
に
は
、
個
別
の
担
当
区
域
を
持
た
ず
、

児
童
福
祉
に
関
す
る
こ
と
を
専
門
的
に
担
当
す
る
主
任
児
童
委
員
が

い
ま
す
。
児
童
福
祉
関
係
機
関
と
の
連
絡
調
整
や
児
童
委
員
の
活
動

の
援
助
・
協
力
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

　

福
祉
に
関
す
る
悩
み
ご
と
、
心
配
ご
と
を
お
持
ち
の
人
は
、
お
気

軽
に
身
近
な
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
民
生
委

員
・
児
童
委
員
は
活
動
す
る
に
あ
た
り
、
常
に
個
人
の
人
格
を
尊
重

す
る
と
と
も
に
秘
密
を
守
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
安

心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

お
住
ま
い
の
区
域
を
担
当
す
る
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
わ
か
ら

な
い
と
き
は
福
祉
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
課
総
務
係
（
内
線
３
３
５
・
３
２
１
）

広
げ
よ
う
地
域
に
根
ざ
し
た
思
い
や
り

５
月
12
日
は
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
」
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小中学生の部

「最優秀作品」谷澤　一雄　様
タイトル／調和

「入賞作品」　加藤　肇　様
タイトル／いざ！出発

「最優秀作品」　山田　皓生さん
タイトル／岩出市にかかる虹

「優秀作品」坪井　俊弥さん
タイトル／鉄橋

一般の部
受賞された皆様は以下のとおりです。 第

三
回
岩
出
市
文
化
祭
に
お
け
る
「
わ
た
し
の
好
き
な
岩
出
市
」
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
の
表
彰
式
を
３
月
14
日
㈯

に
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

文
化
祭
で
皆
様
に
投
票
を
し
て
い
た
だ
き
、
得
票
数
の
多
い
順
に
選
出
し
て
い
ま
す
。

ご
応
募
い
た
だ
い
た
作
品
は
、
岩
出
市
の
Ｐ
Ｒ
を
行
う
中
で
活
用
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

岩
出
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
会
長　
　

大
前　

高
志

「
わ
た
し
の
好
き
な
岩
出
市
」
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式

岩
出
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
主
催

岩谷　希梨さん　　タイトル：大事なお米
西端　龍矢さん　　タイトル：僕らの岩出市の夕暮れ
清家　大記さん　　タイトル：和歌山線（船戸～岩出）
森口　　歩さん　　タイトル：朝日
櫻井　菜々美さん　タイトル：無題（紀ノ川の上の岩出小学校前）

入賞作品

岩出警察署からのお知らせ
岩出警察署　☎0736-63-0110

道路交通法（施行令）の一部が改正されます。（平成21年6月1日施行）
悪質危険な違反の点数が大幅にアップします。
更に免許取消期間が延長され、最長10年間免許を受けること
が不可能になります。

75歳以上の免許更新者に対する「講習予備検査」がスタート。

【主な改正点】
○飲酒運転がらみの違反点数が大幅アップ
　酒酔い運転　25点→35点
　酒気帯び（0.25㎎以上）運転　13点→25点
　酒気帯び（0.25㎎未満）運転　6点→13点
　　　　　　　　　　　　　　※2点の累積点数があれば取消し

飲酒運転＝取消
○ひき逃げの点数は12点アップ　23点→35点

•「高齢者講習」の前に「講習予備検査」を受けなければなりま
せん。

•高齢者講習の受講期間が、更新期限の前6ヶ月(改正前は
３ヶ月)に延長されます

☆毎月25日は交通事故「ゼロ」の日☆　交通ルールとマナーを守って交通事故「ゼロ」を目指そう!!



場 所 岩出図書館  おはなし室

3日•10日
「おはなしドロップス

」

31日 英語でおはなし会

17日•24日
「おはなしのとびら」

おはなし会

13時30分～

５月の
毎週日曜日に

、

　　おはなし
会開催!!

親子で楽しむ絵本とわらべうた

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

日時 5月9日㊏　10:30～
会場 岩出図書館  大会議室

おはなしのじかん（おはなし会）
日時 5月9日㊏　14:00～
会場 総合保健福祉センター図書室  おはなし室

貸出冊数

378,820冊

市民一人当たりの貸出
冊数（貸出冊数÷人口）

7.2冊

貸出１回当たりの利用
冊数（貸出冊数÷貸出者数）

3.4冊

登録率
（登録者数÷人口×100）　　

35.6％

蔵書回転率
（貸出冊数÷蔵書冊数）

2.1回

入館者数

219,186人
貸出者数

111,192人

図書館この１年

25 広報いわで　2009.5

図書館へ行こう!
本や行事についてのお問い合わせは電話でどうぞ！

岩出図書館
（根来 1472 番地の 1）☎ 62-7222

印は休館日です。☆本はおひとり５冊まで２週間借りることができます。
☆視聴覚資料はおひとり３点まで１週間借りられます。

日 月 火 水 木 金 土
1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

31

中央公民館図書室・上岩出地区公民館図書室岩出図書館・駅前ライブラリー・総合保健福祉センター図書室

５月のカレンダー

休館中の本の返却は、図書館正門右の返却ポスト、または駅前ライブラリーの返却ポストをご利用ください。
ただし、DVD・ビデオ・CDなどの視聴覚資料、紙芝居など、破損の恐れのある資料は開館時に直接カウンターにお
返しください。

　　　　　開館時間：岩出図書館　10:00 ～ 19:00
　　　　　　　　　　岩出図書館を除く分館・分室：10:00 ～ 18:30
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印は岩出図書館休館日のため、閲覧のみとなります。
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市の人口と世帯（平成 21年 3月末日現在）　総人口 52,342 人　男 25,314 人　女 27,028 人　世帯数 20,095

根来公園墓地から岩出市が一望できます。

区画の面積
4.0㎡

使　用　料
497,500円

管　理　料
120,000円

申　込　資　格
岩出市に住所又は本籍地を１年以上有している方

根来公園墓地の使用者を募集しています。
ご希望の方は、下記連絡先へお問い合わせください。
なお、本募集については、販売区画がなくなり次第
終了させていただきます。

根来公園墓地使用者募集中

問い合わせ先　岩出市役所 都市計画課（内線 223）

地震被害の備えとして、昭和56年５月31日
以前に建築された木造住宅に対し、次のよう
な補助制度があります。
是非わが家の耐震性を確認し家屋の耐震化を
図りましょう。
詳しくは下記までお問い合わせください。 ▲新潟県中越沖地震

１．耐震診断　個人負担はありません。(無料･年間60件限定）
２．耐震改修　改修工事費の⅔(60万円限度･年間5件限定)を補助します。

問い合わせ先　岩出市役所 都市計画課（内線 223）

耐震診断（無料）＆耐震改修補助のお知らせ

皆さんのご意見・ご要望をお待ちしております!
平成21年度市政懇談会の日程は、広報いわで６月号でご紹介します。
なお、市政懇談会に関するお問い合わせは、市長公室市民ふれあい係まで。℡62-2141（内線118）

岩出市では、市民の皆さんとの「対話と協調」のもと、よりよいまちづくりを目指しています。
市政懇談会へのご意見・ご要望は、区・自治会等を通じて受付けております。

意見要望①
　クリーンセンターへのごみ搬入
の受付を休日にも実施してほしい。

市の対応
　平成 21 年４月から土曜日の持
込受付（８時30分から15時まで）
を行っています。

意見要望③
　桜台の坂道に直角の曲がり角が
ある。出会い頭の事故を防ぐため
にカーブミラーを設置してほしい。

市の対応
　カーブミラーを設置しました。

意見要望②
　事故・犯罪防止の観点から、山
地区の街角に防犯灯を設置してほ
しい。

市の対応
　防犯灯を設置しました。

意見要望④
　上岩出駐在所の前の交差点に信
号機を設置してほしい。

市の対応
　信号機の設置が決まり、現在工
事中です。

他にもこのようなご意見・ご要望がありました（一部抜粋）
•市内放送が聞こえにくい
•市の財政状況について
•地震対策について
•横断歩道の新設について

•水害対策について
•犬・猫のフン害対策について
•公共下水道への接続工事について

　市政懇談会は、広く住民の皆さんから市政に対するご意見・ご要望をいただき、岩出市の将来につい
て語り合うなど、住民と行政の“意見交換”の場として毎年開催しています。
　今月号では、昨年度までの市政懇談会でいただきました主なご意見・ご要望をご紹介します。

今年も市政懇談会を開催します


